
AIマップβ 2.0
AI研究初学者と異分野研究者・実務者のための

課題と技術の俯瞰図

（一社）人工知能学会　AIマップタスクフォース

AIマップβ 2.0・・・・・・・・・・・・・・・1

想定するユーザ ・・・・・・・・・・・・・・・2

AI課題マップ ・・・・・・・・・・・・・・・・3

AI技術マップ ・・・・・・・・・・・・・・・14

研究会マップ・・・・・・・・・・・・・・・・25

みんなでつくるAIマップ・・・・・・・・29

今後の発展とお願い ・・・・・・・・・・・31

目次

本資料はCC-BY 4.0でライセンスされています。

（ただし、p.30および付録の日本科学未来館制作マップを除く）



AIマップβ 2.0
AI研究初学者と異分野研究者・実務者のための課題と技術の俯瞰図

AI（Artificial Intel l igence）研究は拡大し、全体を俯瞰的に捉えることが難しくなっている。また、AI研究の成果を用いた多数のシステ

ム（AIシステム）が実社会で活用され始めており、AIシステムとAI技術との対応も把握が難しくなっている。そこで、これから活躍するAI研

究の初学者、およびAI活用を狙う異分野の研究者・実務者をターゲットとしたガイドとして、AIマップβ 2.0を作成した。本AIマップβ 

2.0は、2019年に発刊したAIマップβの発展版であり、AI課題マップと、AI技術マップの2種から構成される（図1）。概要を以下に示す。

両マップは図１に示すように、相互に補完しながら、課題と技術の組み合わせを整理する役割を担っている。AI課題マップとAI技術マップ

を行き来しながら、研究やシステム構築の目指すべき姿を探索してもらいたい。

本資料ではその他に、研究会マップと、みんなでつくるAIマップを収録した。研究会マップは2019年版の更新である。みんなでつくるAIマ

ップは、日本科学未来館が作成した、一般の人のAIに対する受容性を調査した資料である。

【AI課題マップ】

AIシステムによる解決が期待される多数の課題を整理した課題カ

ード群と、それらの関連性を示す課題関連マップで構成した。異

分野研究者・実務者が自分の課題を念頭に、AI活用の観点から

課題を整理・深堀りする時の支援を目指した。初学者には、課題

群の全体像を把握し、目標を定める助けとしてほしい。なお、既に

AIシステムの事例集や、産業別の応用解説が書籍等で広く提供さ

れている。本マップはそれらを代替するものでは無く、既存情報

では得難い、課題群への広い視野と、課題とAI技術との関連性の

情報を提供する。

【AI技術マップ】

AI技術マップは、2019年に発刊した「AIマップβ」の改訂版であ

る。人工知能学会 論文誌編集委員会の協力により、キーワード

を精査し、人工知能学会の論文キーワードとの共通化を図った。

これにより最新の研究キーワードが追加された。また共通化によ

り、今後発刊される学術論文をキーワードで辿ることが可能とな

る。異分野研究者・実務者に対し、研究や開発情報収集の道標と

して役立つものと考える。初学者は自分の研究分野の位置づけを

知り、学習を進める助けとしてもらいたい。 課題から技術へ 技術から課題へ

初学者

異分野研究者

実務者

それぞれの課題 ＝

\ START /

課題カードで
整理・深堀り

課題関連マップで
再検討

\ AI課題マップ /

技術キーワード
技術キーワード

技術キーワード

課題カード AI技術マップ

\ AI技術マップ /
技術マップで研究分野の把握

図1 AIマップβ2.0の構成と使い道
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想定するユーザ
本AIマップが支援するユーザ対象を図2に示した。図の横軸はAI

研究および技術の理解度を示す。図の縦軸は、解決すべき課題に

対する理解度を示す。

AIマップでは、図の左側から右側へ進む一歩目を支援する。

なお、実際に各自の理解を深めるには、解説や論文を読んだり、

研究を進めたり、教員の指導を受けたり、実装の経験を積むしか

ない。本マップは、その際に、幅広い技術への到達方法や、より良

い解決方法を考える手助けとなることで、効果的に活動を支援す

ることを目指す。

また、勉強や研究、開発を続けていると、道に迷ったり、壁に突き

当たったり、特定の手段に囚われることがしばしばある。必ずしも

最新技術や皆が使っている方法が、自分の課題にベストな解法と

は限らない。

そのような時に、新たな解法のヒントを見出したり、自分の課題を再

構成したりするのにも、本マップが役立つことを期待している。

異
分
野
の
研
究
や
実
務
課
題
へ
の
理
解
の
深
さ

浅い
AI研究・技術への理解の深さ

図2 AIマップβ2.0が支援する活動

深い

応用・実装経験豊富な
AI 研究者・開発者

エッジを切り開く
AI 基礎研究者

大学

全国大会 研究会

AI システム開発
社会実装

AI マップβ2.0 で支援する範囲

国際会議
学術論文

大学院

課題群の全体構成、
落とし穴、多数の
対策を熟知

/  

監
督
ク
ラ
ス  \

※ 対象、目的、条件、
    データ、優先順位など

課題の構成要素※

と関連性を理解

/  

主
任
ク
ラ
ス  \

課題の概要と
自分のタスクを理解

/  

一
人
前  \

勉強を始めた段階

/  

新
人
・
学
生  \
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AI課題マップ
AI研究の成果が実用性を高めた結果、成果を応用した情報システム（AIシステム）

が多数、社会実装されるに至った。今後は、社会で求められる多種多様な課題に、

AIシステムが適用されていくことが予想される。一方で、AI研究の多様化とAIシス

テムの多様化が同時に進んだことにより、課題とAI研究との関連性を理解するの

は困難となっている。多くのAIシステムは、複数のモジュールから構成されており、

それらは複数のAI研究の成果に加え、データベースやIoTなど、様々な技術群が応

用されている。

本AIマップの想定ユーザは、それら実システム開発に取り組むことで経験・知見を

高めることが可能だが、ともすると細部に入りすぎて、課題を狭い視野で見てしま

い、他の選択肢を見失いかねない。よって、本マップでは、課題群についての広い

視野と、各課題とAI技術との関連性に関する、多面的な情報を提供することが重

要と考えた。つまり、課題マップを通じて、シンプルかつ柔軟性の高い、課題群に

対する視点を持ってもらおうという意図である。

この意図に叶うマップとして、タスクフォースでは、課題カードと、課題関連マップ

という2つの層でマップで構成することとした。

課題カードは、中間的な課題表現を表しており、個々の具体的な課題と、多様なAI

技術とを結びつけるブリッジの役割を果す。例えば、「スケジューリング」という課

題は、配達スケジューリングや、審議スケジューリングなどの具体的な課題をまと

めたものであり、マルチエージェントシステムや遺伝的アルゴリズムの適用が代表

的である、といった情報を記載している。

一方、課題関連マップでは、課題カード間の関連性を示す。例えば「スケジューリン

グ」は、大きくは「設計・デザイン系」の課題グループに属しており、「配置・設計」

や「運転計画」などの課題カードと深い関係にある、といった情報を示している。

本ページと次ページで、これら課題カードと課題関連マップの読み方を説明する。 図3 課題カードの凡例

[キーワード]
統計的学習
深層学習
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
知識獲得・発見
シミュレーション
マーケットデザイン
マルチエージェント
ベイズ推定

[応用事例キーワード]
エネルギー消費、価格、列車の遅延、病院待ち時間、
渋滞予測、電力需要予測、気象予測

数値

テキスト
予測値

[関連手法・技術]
回帰分析、RNN、LSTM、カルマンフィルタ、
状態空間モデル、統計時系列モデル、データ同化

課題分類で色分け

系統・課題名称

説明文

応用事例を表すキーワード
（後ろほど、具体的・詳細な応用例）

入力データ（左）
出力データ（右）

技術キーワード

関連の深い
他の課題

AI
技
術
マ
ッ
プ
と
の
対
応
付
け
情
報

■ 予測・制御系
短期・中長期の将来の状態を予測
予測に基づいて機器などを制御

■ 認識・推定系
画像や音などを認識・区別
現在・過去の状態を推定
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【課題カード】P.7～10

課題カードの凡例を図3に示す。課題カードは全部で28枚あり、

それぞれに課題群を代表している。カードには、応用事例を表す

キーワードや、入力として必要とされるデータ種別、期待される出

力結果の例が示されている。付記した説明文は、なるべく専門用

語を使わないよう注意した。カード下部には、AI研究や技術の関

連キーワードを列挙した。課題カードは色分けされており、これは

課題の大分類を表す。例えば「予測・制御系」の課題はブルーに

統一されている。

【課題関連マップ】P.11～12

課題関連マップの凡例を図4に示す。課題関連マップは、各課題

カードが、大きくはどういう分類に属するのかと、課題間がどうい

う関連性になっているのかを示す。

同じ大分類に属する課題カードは近い配置に置くようにした。課題

カードの背景に示した色付きのエリアは、大分類の範囲を示す。

なお、大分類内の課題間に強い関連性があるのはもちろんだが、

異なる大分類に属している課題の間にも、応用面または技術面か

ら関連性の深い場合がある。よって、それらを表現するために、線

でつないだ。

課題の関連性が強い場合に　　　　で結んでいる。
関連性とは、
(1) 類似の応用対象
(2) 手法的に共通性が高い
(3) 組合せて使われる場合が多い
を表す。

各課題カード

課題のグループを表す。課題面から見た類似性であり、
用いられている技術群は必ずしも共通ではない。

■ 分析・要約系
データを分析し、要約・見える化

■ 協働・信頼形成系
適切な選定基準や順番を生成、調整を行う

数値データ分析　›

メディアデータ分析　›

因果推論　›

配置・設計　›

スケジューリング　›

調停・参謀　›

‹　運転・制御

‹　
異常検知

　　センサデータ認識
　　状態変化検出

‹　異常検知　 状態変化検出

‹　メディア認識

‹　運転計画

‹　確率予測

‹　予測候補提示

図4 課題関連マップの凡例
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チュートリアル
AI課題マップの利用例

AI研究の成果活用を進めるには、各自が持つ課題を、AI技術の適

用という視点から、掘り下げる必要がある。一方で、多種多様な課

題自体は本人（ユーザ）、またはその課題の関係者しか知りえな

い。よって、AIマップが直接的に課題掘り下げを支援することはで

きない。

そこでA I課題マップでは、「マイ課題シート」なるテンプレート

（右）を用意した。自分の課題に関して、このテンプレートを埋め

ることを目指してほしい。整備されたシートは、今後の調査や開

発、また専門家へのヒアリング等で役立つだろう。

さらに次ページにステップ１～５として、AI課題マップの利用例を

チュートリアルとして示した。課題カードと課題関連マップを用い

て、自分の課題を、AI適用可能な形に整理・深堀りする活動をイ

メージした。AI課題マップの利用方法はこの例に限らないが、最

初は本チュートリアルに従って作業することをお勧めする。

とりあえず名前を付けてみる。

なるべく具体的に記載する。現状はどう
なっていて、どう改善したいのか、など。

AIの出す答えや振る舞い、として何が欲
しいのかを書く。判定・予測結果、回答
文章・音声など。

AIに入力として与えられるデータの種
類、量、多様性、品質など。

処理に許される時間や、精度下限、予
算、手間など。専門家希少、計算リソー
ス制約、通信制約なども。

最初は空欄で良い。AI課題マップを用い
て充実させる。

マイ課題シート

課題名：

1.目的（実現したいこと）

3.現地点で得られている情報・データ

5.関連するAI研究・技術キーワード

4.制約条件や達成指標

2.得たいアウトプット
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\ STEP 01 /

\ STEP 02 /

\ STEP 03 / \ STEP 05-a /

\ STEP 04 /

\ STEP 05-b /

\ STEP 05-c /

/  

選
ん
だ
カ
ー
ド  \

 \  

近
く
の
カ
ー
ド  /

マイ課題シートを埋める

カードの選定

カードの再検討

何が違うの？

AI技術マップで探索

カードセットに記載されている技術キーワードや、
応用事例キーワードをピックアップする

検索エンジンで探索

人工知能学会のコンテンツを探索

カードをめくって類似のカードを探す、集める。また、
複数のカードの組み合わせで、自分の課題を構成して
みる。（集めたカードをカードセットと呼ぶ。）

課題関連マップで、カードセット中のカードの近くを
見て、以下を検討する。

・本当に選んだカードで良いか？
・別のカードに置き換えられないか？
・置き換えられないのは何故か？
・マイ課題の外せないポイントは何か？

検討結果をマイ課題シートに反映する。

・本誌の後半にあるAI技術マップで、当該技術キー
　ワードを探して、位置づけを理解する。（PDFの簡
　易検索が便利）

・気になる他のキーワードや、分野名を課題確認シート
　に追記する。（大会や研究会で情報を探す時に便利）

・【技術キーワード】or/and【カード名】で検索し、
　解説や書籍、論文を読み、技術面での理解を深める。
　例：確率予測＋ベイズ推定

・【応用事例キーワード】＋【技術キーワード】で
　検索し、関連する応用面の理解を深める。
　例：ニュース記事＋パーソナライズ

・【 技 術キーワード】o r / a n d【カード名】+
  ( “システム”  o r  “サービス”  o r  “適用” )  などで 
   検索し、関連する他の応用面の理解を深める。

人工知能学会大会の発表論文はJ-STAGE（以下の
URL）で一般公開されている。
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja

人工知能学会の会員は、AI書庫（以下のURL）で、過
去の学会誌の解説等を電子的にダウンロードできる。
https://jsai.ixsq.nii.ac.jp/ej/

・用意された課題カードで、マイ課題をうまく構成でき
　ない場合は、マイ課題自体が、AI適用に不向きな場
　合がある。その際は、マイ課題自体を再検討する。

・もちろん、課題カードの不足もありえる。その際
　は、次回のカード改訂のため人工知能学会AIマッ　
　プタスクフォースに連絡して頂きたい。

集めたカードを参考に、マイ課題シートを修正する。

OR

+

カードセット
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[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
ニューラルネットワーク
知識獲得・発見
オークション
マーケットデザイン
Webインテリジェンス
行動推定
マルチエージェント

[応用事例キーワード]
台風発生場所、新サービス・市場、地域経済、
故障箇所予測、

数値

テキスト

候補

シナリオ

[関連手法・技術]
シミュレーション、シナリオ・プランニング

[キーワード]
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
深層学習
半教師あり学習
ニューラルネットワーク
HRI

[応用事例キーワード]
自動車、重機、飛行機、工作機械、農機、船、信号機、
プラント、フォークリフト

画像

センサ

人手入力

制御値

[関連手法・技術]
クラウド・ロボティクス、確率ロボティクス

[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
ヒューリスティクス

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率

[関連手法・技術]
メタヒューリスティクス、探索

[キーワード]
統計的学習
状態空間モデル
グラフィカルモデル
深層学習
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
知識獲得・発見
シミュレーション
マーケットデザイン

[応用事例キーワード]
市場規模、配達可能確率、混雑率、天候、
行動モデル、気象予測

数値

テキスト
確率

[関連手法・技術]
ベイジアンネットワーク、データ同化

回帰分析、RNN、LSTM、カルマンフィルタ、
状態空間モデル、統計時系列モデル、データ同化

[キーワード]
統計的学習
深層学習
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
知識獲得・発見
シミュレーション
マーケットデザイン
マルチエージェント
ベイズ推定

[応用事例キーワード]
エネルギー消費、価格、列車の遅延、病院待ち時間、
渋滞予測、電力需要予測、気象予測

数値

テキスト
予測値

[関連手法・技術]
回帰分析、RNN、LSTM、カルマンフィルタ、
状態空間モデル、統計時系列モデル、データ同化

予測・制御系
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時刻

箇所

原因

[キーワード]
異常検知
データマイニング
深層学習
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
コンピュータビジョン

[応用事例キーワード]
機械、製造現場、履歴データ、自然現象、人体、
集団行動、取引データ、不良品、インシデント検知、
人工衛星、発電機振動、鉄道車両振動、転倒、急病

センサ

画像

テキスト

[関連手法・技術]
例外検出、Anomaly Detection、OneClass SVM、
MT法、カーネル密度推定、部分空間法、インバリアント法、
Auto Encoder

[応用事例キーワード]
指紋認証、顔認証、声帯認証、歩容認証、履歴認証

履歴

画像

音声

認証結果

[キーワード]
パターン認識
画像認識
音声認識
統計的学習
ベイズ推定

[関連手法・技術]
ライフサイエンス、顔認証、DNA認証

[キーワード]
コンピュータビジョン
画像認識
音声認識
一般物体認識
パターン認識
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
転移学習

[応用事例キーワード]
音声認識、画像認識、外観検査、廃棄物、商品、
人物、樹木、自動車、動物、重機

画像・映像

音

2D・3D

数

種類

個体識別

[関連手法・技術]
音声学、音響情景分析、事前学習

[キーワード]
パターン認識
深層学習
ベイズ推定
表現学習（エンベディング）
転移学習
敵対的学習

[応用事例キーワード]
超音波センサ、温度センサ、振動センサ、ラインセンサ、
距離センサ、LIDAR、ガスセンサ、電磁波レーダー、
生体センサー、行動履歴

種類

個体識別

数

履歴

センサ

時系列

[関連手法・技術]
SHOT特徴量、PPF特徴量、3D-DNN、Point Net、
デッドレコニング、DPマッチング

[応用事例キーワード]
音、画像、プラント、摩耗、切削機械、バルブ、
モーター、ギア、ローラー、フィルタ

センサ

画像

損傷量

箇所

分布

[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
表現学習（エンベディング）
転移学習
敵対的学習
深層学習
クラスタリング

[関連手法・技術]
隠れマルコフモデル、状態空間モデル、密度比推定

[キーワード]
ベイズ推定
パターン認識
深層学習
転移学習
半教師あり学習
敵対的学習
ニューラルネットワーク
データマイニング
知識獲得・発見

[応用事例キーワード]
機械、患者、食品・農作物、運転モード、品質、混雑、
インフラ設備監視

センサデータ

画像

数値

テキスト

[関連手法・技術]
フィルタバンク、ブラインド信号源分離、状態空間
モデル、カルマンフィルタ、ハイパースペクトル分析

[応用事例キーワード]
交渉力、デザイン、健康、開発力、運動能力、
履歴書、経済指標、スポーツ

テキスト

WEB

画像

評価結果

[キーワード]

認識・推定系

[関連手法・技術]
回帰分析、PCA（主成分分析）、A/Bテスト、
階層型クラスタリング

深層学習
表現学習（エンベディング）
クラスタリング
知識ベース
知識獲得・発見
知識共有・管理
オークション
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[キーワード]
AI説明可能性
意味理解
探索・論理・推論アルゴリズム
クラスタリング
知識グラフ

[応用事例キーワード]
疫学、経済学、化学、睡眠障害、売上変化、
故障原因推定

数値

テキスト
因果関係

[関連手法・技術]
統計的因果探索、構造方程式モデリング、
因果グラフ、独立成分分析、LiNGAMモデル

[キーワード]
スケジューリング
プランニング
遺伝的アルゴリズム
マルチエージェント
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
強化学習
ヒューリスティクス
シミュレーション
分散協調
進化計算

[応用事例キーワード]
広告、審議、配達、人員計画

条件

数値

目的指標

カテゴリ

スケジュール

[キーワード]
プランニング
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
遺伝的アルゴリズム
シミュレーション
進化計算
グラフ理論
マルチエージェント
ヒューリスティクス
マーケットデザイン

[応用事例キーワード]
生産計画、調達計画、人員計画、投資計画，
配置計画、配置最適化、棚割

条件

数値

カテゴリ

組合せ例

設計図

配置案

目的指標
[キーワード]
情報推薦
知識獲得・発見
遺伝的アルゴリズム
感性
オノマトペ
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
進化計算
芸術・エンタテインメント応用
知識ベース
知識獲得・発見

[応用事例キーワード]
ファッション、旅行プラン、授業受講計画、
料理メニュー

ユーザ嗜好入力

候補に関する
データ

ユーザの嗜好に
合った組合せ

[キーワード]
コンピュータビジョン
画像認識
一般物体認識
データマイニング
データサイエンス
情報可視化
表現学習（エンべディング）

[応用事例キーワード]
映像、音、振動、監視映像、定点カメラ、顕微鏡画像、
工場ライン画像、スポーツ映像

画像

映像

音

傾向

トラブル・異変

グループ

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算

[キーワード]
データマイニング
データサイエンス
クラスタリング
半教師あり学習
情報可視化
表現学習（エンべディング）
スパースモデリング

[応用事例キーワード]
統計データ、運転データ、経営データ、株、収支報告、
売上、出荷記録、出力、発電量、検査数値記録、利用者数

数値

属性

傾向

グループ

関連性

トピックス

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算、
ベイジアンネットワーク

[キーワード]
テキストマイニング
Webマイニング
データマイニング
Webインテリジェンス
計算社会科学
知識グラフ
ソーシャルメディア

[応用事例キーワード]
Webデータ、SNS、メール、アンケート、ニュース記事、
音声書き起こしデータ、コールセンター、辞書、人気ワード

テキスト

Web

知識グラフ

トピックス

関連性

トレンド

[関連手法・技術]
事前学習、計量テキスト分析、コーパス、word2Vec、
プライバシー保護データマイニング、秘密計算

テキスト

メディア

数値

要約文

マップ・図

アルバム

[キーワード]
要約
テキストマイニング
強化学習
Webインテリジェンス
セグメンテーション
情報検索

[応用事例キーワード]
テキスト、数値データ、映像、Webデータ、レポート、
学術資料、SNS、ニュース記事・映像、Q&A、
アンケート、資料集、論文

[関連手法・技術]
抽出型要約、抽象型要約、Lead法、GAN、
Pointer Networks、事前学習、LexRank

分
析
・
要
約
系

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
系
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[キーワード]
オントロジー
要約
知識共有・管理
クラウドソーシング
知識グラフ
テキストマイニング
Webインタラクション
エキスパートシステム
オノマトペ
知的UI
知識ベース

[応用事例キーワード]
FAQ作成、Web検索、リスク判断、投資判断、
情報検索、データ共有、知識共有

文書 テキスト

[関連手法・技術]
データベース、ナレッジマネジメント、哲学

[キーワード]
対話処理・対話システム
音声認識
音声生成
非タスク指向対話
会話理解・談話理解・意図理解
HAI
マルチモーダルインタラクション

[応用事例キーワード]
窓口応対、コールセンター、Webサービス、
高齢者支援

音声

テキスト

画像

音声

テキスト

画像

[関連手法・技術]
認知科学

[キーワード]
情報推薦
強化学習
エキスパートシステム
知識ベース
対話処理・対話システム
知識獲得・発見
AI倫理
HAI
マルチモーダルインタラクション

[応用事例キーワード]
ファイナンス、ヘルスケア、法律相談、フィットネス、
生活相談、省エネ、安全運転

ユーザ入力
画像

テキスト

[関連手法・技術]
A/Bテスト

テキスト

画像・音

3D

[キーワード]
画像生成
音声生成
敵対的学習
深層学習
パターン認識
オントロジー
知識グラフ

[応用事例キーワード]
写真、線画、マンガ、3D、声質、画像圧縮

テキスト

画像・音

3D

[キーワード]
音声生成
画像生成
動画像処理
会話理解・談話理解・意図理解
要約
知識共有・管理
オントロジー
知識グラフ

[応用事例キーワード]
ニュース原稿、手話CG、小説、音楽

テキスト

CG

テキスト

画像・音

CG

[キーワード]
情報推薦
対話処理・対話システム
テキストマイニング
知識獲得・発見
感性
オノマトペ

[応用事例キーワード]
ニュース記事、映像配信、対話，サービス、広告配信

評価指標

テキスト

数値

カテゴリ

カスタマイズ例

[キーワード]
マルチエージェント
情報推薦
ソーシャルメディア
集合知
知識共有・管理
Webインテリジェンス
マネジメント応用
知的UI
テキストマイニング
要約
オントロジー
知識獲得・発見

[応用事例キーワード]
投票、合意形成、コンプライアンス順守

テキスト

Web

数値

テキスト

[キーワード]
プランニング
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
遺伝的アルゴリズム
知識共有・管理
知識獲得・発見
AI公平性
社会課題応用
マーケットデザイン
マルチエージェント
意思決定・合意形成
情報可視化
群知能
スパースモデリング

[応用事例キーワード]
スクリーニング、トーナメント、選定

条件

候補データ

順序

組み合わせ

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
系

協
働
・
信
頼
形
成
系

生
成
・
対
話
系

[関連手法・技術]
プライバシー保護計算
プライバシー保護データマイニング

[関連手法・技術]
Sty le Transfer、VGG、GAN、Cycle GAN

[関連手法・技術]
GAN、DeepFake、style GAN、音声合成、
Text to Speech (TTS）、隠れマルコフモデル（HMM）、
Deep Belief Network、スペクトル包絡
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■ 予測・制御系
短期・中長期の将来の状態を予測
予測に基づいて機器などを制御

■ 認識・推定系
画像や音などを認識・区別
現在・過去の状態を推定

数値データ分析　›

メディアデータ分析　›

因果推論　›

配置・設計　›

スケジューリング　›

調停・参謀　›
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■ 分析・要約系
データを分析し、要約・見える化

■ 協働・信頼形成系
適切な選定基準や順番を生成、調整を行う

■ 設計・デザイン系
条件を満たすように組み合わせを調整して提案

■ 生成・対話系
人の話を聞いて答えを返す
新しく画像やデータ、文を生成

‹　運転・制御

‹　
異常検知

　　センサデータ認識
　　状態変化検出

‹　異常検知　 状態変化検出

‹　確率予測　 運転計画

‹　メディア認識

‹　運転計画

‹　予測候補提示
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AI課題マップとAI技術マップとの対応

注：マップBは、扱うデータや技術の発展という視点で整理されており、課題群との対応は複雑となる

課題分類 説明 応用分野
AI技術マップ

マップA マップC マップD マップE

予測・制御系

認識・推定系

生成・対話系

分析・要約系

設計・デザイン系

協働・信頼形成系

主として産業部門（製造、
インフラ、物流、エネルギー、
情報・通信）で活用。卸売り・
小売り、イベント運営などで
も活用

機械学習、メタヒューリスティックス、エージェント、画像音声
メディア処理、ロボティクス、ロボットと実世界、ヒューマンイ
ンタフェース、環境、芸術・エンタテイメント応用、論理・推論、
ＡＩと社会、基礎・理論、医療・バイオロジー、経営、環境、
産業応用

機械学習、画像音声メディア処理、ロボティクス、ロボットと実
世界、知識工学、機械学習、エージェント、医療・バイオロジー、
芸術・エンタテイメント応用、教育、ＡＩと社会、環境、基礎・
理論、産業応用

機械学習、言語メディア処理、画像音声メディア処理、Web
インテリジェンス、ヒューマンインタフェース、エージェント、
知識工学、知識の利用と共有、ＡＩと社会、環境、医療・バイオ
ロジー、基礎・理論、教育、経営、論理・推論、産業応用

機械学習、メタヒューリスティックス、エージェント、知識工学、
知識の利用と共有、論理・推論、医療・バイオロジー、経営、
ＡＩと社会、基礎・理論、教育、産業応用

エージェント、知識工学、知識の利用と共有、ソーシャルコン
ピューティング、ロボットと実世界、ヒューマンインタフェース、
Webインテリジェンス、知識の利用と共有、知識工学、ＡＩと
社会、論理・推論、基礎・理論、経営、産業応用

言語メディア処理、画像音声メディア処理、知識工学、知識の
利用と共有、ソーシャルコンピューティング、Webインテリジェ
ンス、エージェント、ヒューマンインタフェース、医療・バイオロ
ジー、芸術・エンタテイメント応用、ロボティクス、ロボットと
実世界、教育、論理・推論、ＡＩと社会、基礎・理論、産業応用

セキュリティ、医療や産業部
門で活用

サービス産業、メディア・アー
ト産業で活用

オフィス業務、監視・保全業
務などで活用

サービス産業、製造・設計、
上流工程などで活用

スクリーニング、投票、トー
ナメント、選定、合意形成な
ど社会的活動で活用

評価
目標
操作選択
実行
ロボットと実世界

学習・認識・予測
身体・ロボット・運動

知覚
解釈
評価

ヒト・対話・情動
メディア

解釈
評価

解釈
評価
メディア

AIと社会

学習・認識・予測
推論・知識・言語

発見・探索・創造
人・対話・情動
進化・生命・成長

推論・知識・言語
学習・認識・予測

発見・探索・創造
学習・認識・予測

人・対話・情動
AIフロンティア

基礎・理論
機械学習
エージェント
ロボットと実世界
AI応用

画像音声メディア処理
基礎・理論
機械学習
AI応用

ヒューマンインタフェース
ロボットと実世界
画像音声メディア処理
言語メディア処理
エージェント
知識の利用と共有

画像音声メディア処理
言語メディア処理
知識の利用と共有
Webインテリジェンス

基礎・理論
Webインテリジェンス
エージェント
機械学習

AIと社会
AI応用
基礎・理論
言語メディア処理
知識の利用と共有
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AI技術マップ
AI研究には多数の研究分野があり、それらは複雑に関連しあって

進展している。そのため全ての研究分野の関連性を矛盾なく、一

枚の図版に収めるのは困難である。そこで、異なる5つの観点から

AI研究を捉えた5枚のマップを作成した。

5枚のマップは、2019年に発表した4枚のマップの改訂版と、論

文誌編集委員会による新たなマップである。なお、有志による新

たな第6、第7のマップの登場を期待している。さらに特定分野の

専門家により、部分的に詳細化したマップや、チュートリアルなど

が作成され、本マップに紐づけされることで、多層的にマップが広

がっていくことも期待している。

個々のマップの詳細な読み方は、各マップに譲るが、ここでは導入

として、5つのマップの観点と利用イメージを述べる。

最初のマップAでは、知能のプロセスに着目する。知能を入出力の

ある処理フローとみなす捉え方は、多くのAI研究で共有されてお

り、各要素技術の研究が進んでいる。要素研究を発展させ複雑な

処理を実現する場合や、実現したい知的処理を要素分解して考え

る場合に役立ててほしい。また、単体の知能と、群としての知能と

いう視点もこのマップには盛り込んだ。

次のマップBでは、技術と応用対象との関連を示す。多くのAI研究

は対象を限定した要素技術を研究している。このマップでは技術

と対象の代表的なペアを示す。対象をシフトして成功する研究は

多いため、次の成功分野は、各キーワードの周辺にあるかもしれ

ない。研究対象のシフトや、応用に利用する周辺技術を知るため

に活用してほしい。

3番目のマップCでは、AI研究の上下に広がる、基盤と応用に着

目する。AI研究は自然科学と人文・社会科学に広く基礎を持つ、

極めて学際的な研究分野である。また、このマップでは進展著し

い応用分野を示す。研究を基盤から見つめ直す時や、新たな応用

を模索する時に参考にしてもらいたい。

4番目のマップDでは、「知能とは何か？」に対するAI研究者の

「多様な答え」を示す。技術進展の著しい「学習・認識・予測」は

その一つであり、他にも「推論・知識・言語」や「発見・探索・創

造」など知能の多様な側面を追求する研究が進み、影響を与え合

っている。AI研究の広がり、懐の深さを知って頂きたい。未開の

地が広がっている。

最後のマップEでは、論文誌編集委員会が、人工知能学会の学術

論文に付与すべきキーワードを整理したマップである。論文は最

先端の研究成果であることから、近年注目を集めるキーワードが

盛り込まれている。

●各マップには、AIに関連する研究分野を表すキーワード
を配置している。

●キーワードは学会誌、論文誌、研究会等で用いられてい
るキーワードをもとに、AI研究の全体像を表すのにふさわ
しいか否か、という観点から、まずタスクフォースで選定し
た。

●なおAIの応用分野は拡大の一途であるため、本マップ発
行時点でタスクフォースが重視する応用キーワードに絞っ
た。（例：マテリアルズ・インフォマティクス）

●AI研究を含む、より広い研究分野のキーワードも含まれ
ており、その場合は当該分野の中のAI研究、を表す。（例：
情報検索）

●AI研究と関連の深い、別の研究分野・応用分野のキー

ワードも含まれている。（例：行動経済学）

●タスクフォースでの選定後、人工知能学会論文誌編集委
員会で、キーワードの精査と追加を実施し、論文誌キー
ワードとして確定した。

●各マップで用いるキーワードは、上記論文誌キーワード
を基本としているが、各マップの視点から、論文誌キーワー
ド以外も少数ながら含んでいる。

●特定のマップの観点からは見えないキーワードがあるた
め、マップ内のキーワード群は一致していない。

●他にも重要なキーワードが抜け落ちている可能性があ
る。ぜひ、新たなキーワード候補を提案頂きたい。

【採用したキーワードについて】
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15

A知能活動のフロー

AI研究では、人間の知的活動全体をフローとして捉え、多数の知的活動の連携に

よりAIが実現されると考えており、それぞれのステップに対応した研究分野があ

る。人間は目に入った視覚像を知覚・解釈し、必要な情報に注意を向けて評価し

、選んだ情報に基づいて新たな目標を定め、意図を形成して、一連の操作系列と

して選択し、具体的に実行する。例えば、右手を差し出しながら近づいてくる研究

者仲間を見ると、右手、近づいている、人物を認識し、友好の印を示しており、私

にも同意を求めていると判断、さらに、握手のやり方を記憶から思い出し、自分も

右手を差し出して、相手の目を見ながら微笑んで、握手を交わす、という一連の動

作に結び付ける。

また、AIは周りにいるリアルな人間とのコミュニケーションにより共同で働く必要

があるが、そこにも多数の研究要素がある。例えば、物理的な身体を持ち得るロ

ボットと人間とのインタラクションや対話を研究する分野である。

さらに、人間から見たAIについても多数の新たな研究分野が出現している。人間

にとって信頼できるAI、AIの動作の評価検証等、応用範囲が広がりつつあるAIの

適切な活用についても研究が求められている。

初学者は、自分の興味のある知的活動や応用分野に関する関連技術が俯瞰でき

る。すでに、ある分野を研究している人にとっては、広大なAIのテーマの中で隣接

テーマを把握したり、他テーマとの効果的な連携を考えることができる。

内部環境
外部環境

目標

評価

解釈

知覚

意図形成

操作選択

実行

　ロボット・
　エージェント

AI の各分野への応用

ヒト・対話・情報

AI と人の関わり

AI 要素技術

発見・探索

予測

創造

知識・言語

身体・運動

学習

認識

脳科学
認知科学

A I倫理

信 頼 性

評価検証

メディア

汎用AI

推論

AI の統合 AI の社会への応用

AI の影響

進化・成長



AI 統合

AI 倫理

AI 応用

AI と社会

ヒト・対話・情報

AI と人の関わり

進化・成長

発見・探索

基礎・理論

目標

信頼性

評価検証

評価

解釈

知覚

意図形成

操作選択

実行

創造

推論
予測

学習 機械学習

認識

知識・言語

身体・運動

ロボット・
　エージェント

エージェント

ロボットと実世界
脳科学

認知科学

メディア
ヒューマンインタフェース

内部環境
外部環境

AI 要素技術

AI の社会への応用

AI の影響

汎用AI

知識の利用と共有

Webインテリジェンス

認知アーキテクチャ
行動推定

プロダクションシステムニューラルネットワーク

進化計算

遺伝的アルゴリズム

データマイニング

テキストマイニング

情報検索 アフォーダンス

意味理解

概念学習 敵対的学習

知識獲得・発見

情報論的学習理論

統計的学習
マテリアルズ・インフォマティクス マネジメント応用

AI 倫理

AI 説明可能性

ソフトウェア工学

オペレーションズ・リサーチ

ゲーム理論

サイバーフィジカルシステム

プライバシー

社会課題応用

AI ライフサイクル

AI 公平性

AI 信頼性

情報可視化

社会インフラ応用 計算社会科学医療・ケア応用

マーケットデザイン

芸術・エンタテインメント応用

Well-being Computing

ビジネス応用 バイオインフォマティクス

産業応用
ファジィ論理 半教師あり学習

計算論的学習理論 敵対的学習

要約

探索・論理・推論アルゴリズム

ルールベースシステム
転移学習 深層学習

強化学習

異常検知

クラスタリング

一般物体認識

画像認識

身体性

認知ロボティクス

知能ロボット

マルチエージェント

記号創発ロボティクス

分散協調

動画像処理

感性オノマトペ

オークション

知識共有・管理 脳科学

認知科学

認知神経科学

集合知

情報推薦

機械翻訳音声生成

対話処理・対話システム 非タスク指向対話 マルチモーダルインタラクション

意思決定・合意形成 Webインタラクション

教育応用

知的ユーザインターフェース 会話・談話・意図理解

ヒューマンエージェントインタラクション画像生成

ヒューマンロボットインタラクション

ヒューマンコンピュータインタラクション

音声認識

パターン認識マルチモーダル処理

スパースコーディング 表現学習（エンべディング）

コンピュータビジョン

シンボルグラウンディング

ジェスチャー認識

削除

ヒューリスティクス

知識グラフ

エキスパートシステム計算論的神経科学・脳科学

オントロジー

知識ベース知識表現

スケジューリング

プランニング

スキルサイエンス

包摂アーキテクチャ

Webインテリジェンス

シミュレーション

データサイエンス グラフ理論

群知能

汎用人工知能

ベイズ推論

仕掛学

画像音声メディア処理

言語メディア処理

行動経済学

VR
ソーシャルメディア

行動変容

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション
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技術と応用の相性を知り、

次のターゲットを探す

応
用

技術

認知科学 問題解決 知識・推論 学習

Web

自然言語

画像

音声

エージェント

サイバー
フィジカル

システム

マルチメディア

モノメディア

社会とAI

人
AI研究は、多数の技術を生み出してきた。それらの技術は、対象を選ばない汎用

的な技術を目指してはいる。ただし、発展の経緯としては、対象となるターゲット

を一定の範囲に定めて、それ用の実現方法や要素技術開発がなされてきた。例え

ば、画像を対象としたものでは、単純な信号の認識から、徐々に複雑な図形の認

識さらには画像生成，敵対的学習などに発展していった。

また、特定の分野での技術的発展は、その周辺の技術分野を活性化させ、新たな

技術と対象のペアを生み出してきた。

よって、現在多数の新技術を生み出している座標の周辺は、今後対象を変化させ

たり、または技術目標を変えることで、発展する余地がある、とみなせる。

例えば仮説として、近年計算機の高速化や、大量のデータを扱える仕組みが整っ

たことにより、マルチエージェントの実用性が急速に向上している。その周辺を見

ると、より問題解決に近い位置に、分散協調が、また、より知識・推論に近い対象

として、マーケットデザインなどがあり、マルチエージェントの新たな技術進展が

あり得るかもしれない。

B
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人

AI ライフスタイル社会課題応用

知的ユーザインタフェース

認知科学 学習問題解決 知識・推論

社会とAI

Web

自然言語

画像

音声

エージェント

サイバー
フィジカル

システム

マルチメディア

モノメディア

仕掛学 産業応用 意思決定・合意形成 マネジメント応用

芸術・エンタテインメント応用 バイオインフォマティクス

教育応用 データサイエンス AI 信頼性

認知アーキテクチャ

汎用人工知能

　ヒューマンロボットインタラクション

　マルチモーダルインタラクション

ヒューマンコンピュータインタラクション

データマイニング

　Webマイニング

ニューラルネットワーク

計算論的神経科学・脳科学

シンボルグラウンディング

　エキスパートシステム

　マルチエージェント

非タスク指向対話

知識表現
ヒューマンエージェントインタラクション

情報検索

制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）

オノマトペ

情報推薦
ベイズ推定 プランニング ファジィ論理

ヒューリスティクス探偵・論理・推論アルゴリズム

要約

マルチモーダル処理

意味理解 対話処理・対話システム

パターン認識

画像認識

音声認識

画像生成

表現学習（エンべディング）

機械翻訳 スパースモデリング

音声生成

敵対的学習

深層学習

統計的学習

集合知

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション

群知能 分散協調

会話・談話・意図理解

テキストマイニング 概念学習

クラスタリング 半教師あり学習

情報論的学習理論

計算論的学習理論

進化計算 遺伝的アルゴリズム

オペレーションズ・リサーチ

コンピュータビジョン動画像処理

スケジューリング ソーシャルメディア

知識獲得・発見

知識共有・管理 ルールベースシステム

一般物体認識

知識グラフ

マーケットデザイン

オントロジー

オークション

知識ベース

プロダクションシステム

包摂アーキテクチャ

スキルサイエンス Webインタラクション

身体性感性

行動変容

情報可視化

ジェスチャー認識

強化学習
異常検知

転移学習

AI 説明可能性プライバシー

AI 公平性

AI 倫理

AI 信頼性

Well-being Computing

社会インフラ応用

サイバーフィジカルシステム

知能ロボット

記号創発ロボティクス

認知ロボティクス

VR

技術

応用

ヒューマンインタフェース

基礎・理論

画像音声メディア処理

言語メディア処理

エージェント

AI と社会

AI 応用

ロボットと実世界

Webインテリジェンス

機械学習

知識の利用と共有
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基盤領域から手法・応用領域への展開

大分類
第3層応用

手法

基盤

大分類
第2層

大分類
第1層

大分類
第 3層

大分類 中分類

大分類
第 2層

大分類
第 1層

中分類
第 3層

中分類
第 2層

中分類
第 1層

マップCでは、AI研究が二つの方向に大きく根や葉を広げていることを理解頂きたい。

まず、数学、統計、論理学、または認知科学や脳科学など、基礎的な多数の学問の

上に、AIの基礎は築かれている。もちろん、これら基礎的な学問を全て習得しな

いと、AI研究ができない訳ではないが、現在の研究分野の地平を超えて、一歩先

へ進むためには、むしろ一歩後戻りして、基礎に立ち返ることが有用な場合は多

い。最新の論文を読み、Gi tHubで最新のライブラリを比較評価するのと併行し

て、より基礎的な内容を勉強するのにも時間を費やす価値は高い。

また、マップCでは、もう一つ、まさに今急速に広がりを見せている、AI応用への

枝葉の広がりも理解していただきたい。恐らく今後実用性が向上するにしたがっ

て、応用分野は人間社会のあらゆる場面に広がるだろう。その端緒として、マップに

は、今まさに活況を呈している応用分野を示した。例えばフィンテックや、医療、不動

産、さらには音楽や農業など、多様な分野でAIが活用されている。また、応用が広

がるに従って、新たな技術的課題や、社会的課題も登場している。社会的課題として

は、AIの倫理や信頼性、説明性が代表である。これらは、AI基礎の学問として、

フィードバックされ、AI研究の大樹はさらに上下に深く広がることになる。

大
分
類

C
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社会基盤

基礎学術

政策

経済

文化

生活

産業基盤

第3層応用

手法

基盤

第2層

第1層

確率・統計

※　解釈の一例：確率・統計、論理学、数理科学に基づき帰納推論が生まれ、機械学習技術が発展、予測の技術により、社会インフラAI が発展し、インフラ維持や環境保全、経済活動の発展に貢献

哲学 数理科学 データサイエンス 心理学 生物学

認知科学 医学

解剖学脳科学 言語学 運動力学
ソフトウェア工学ビッグデータ解析

オペレーションズリサーチ

数理計画法数理最適化
数理論理学

大
分
類

データ工学統計学

知識の利用と共有

ソーシャルコンピューティング エージェント

機械学習

医療・バイオロジー

産業応用 教育

AI と社会

環境

芸術・エンタテインメント応用ロボットと実世界ヒューマンインタフェースWebインテリジェンス

画像音声メディア処理メタ・ヒューリスティクス 言語メディア処理

論理・推論 知識工学

法律AIプライバシー AI 倫理

集合知ナレッジマネジメント

ソーシャルメディア

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション 知的ユーザフェース

Webインタラクション ヒューマンコンピュータインタラクション ヒューマンロボットインタラクション VR

ヒューマンエージェントインタラクション

情報検索 情報推薦 群知能

ファジィ論理

マテリアルズ・インフォマティクス バイオインフォマティクス

医療・ケア応用

自動運転

概念学習

データマイニング スパースモデリング 深層学習

テキストマイニング パターン認識

強化学習 敵対的学習

異常検知

行動推定

意思決定・合意形成

機械翻訳遺伝的アルゴリズム

動画像処理

汎用人工知能

会話・談話・意図理解

オノマトペ 音声認識

音声生成 画像認識

一般物体認識

画像生成

ジェスチャー認識

マルチモーダル処理

マルチモーダルインタラクション感性工学マルチエージェント

クラスタリング 表現学習（エンべディング）

エキスパートシステムプロダクションシステム

演繹推論 ベイズ推定 常識推論帰納推論

計算論的学習理論

仮説推論

AI 評価・検証 AI 信頼性

分散協調 身体性

AI ライフサイクル

知識獲得・発見

オントロジー

統計的学習情報論的学習理論 知識グラフ 知識ベース知識表現

シンボルグラウンディング

計算社会科学 アフォーダンス

制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）論理プログラミング
行動変容

進化計算

非タスク指向対話

コンピュータビジョン

転移学習半教師あり学習

セキュリティAI

社会インフラAI Well-being Computing

農業 AI 経営 AI

創作 AI

食 AI

仕掛学
対話処理・対話システム

教育支援AI

ゲームAI認知ロボティクス記号創発ロボティクス

スキルサイエンス

包摂アーキテクチャ

交通・物流AI グリーンAI

音楽 AI
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DAI研究は多様 フロンティアは広大

推論・知識・言語

発見・探索・創造

進化・生命・成長

人・対話・情動

AI フロンティア

身体・ロボット・運動

AI 研究の外周

学習・認識・予測

例えば、このマップでは「学習・認識・予測」の右上に、「推論・知識・言語」の領

域を示した。この領域は「大人の知能」とも呼ばれる。人間は言葉を使い、知識を

構築・共有し、多様な推論を行うことができる。その内のいくつかはAI研究として

定型化され、理論解明や、実応用がなされている。この領域においても、データド

リブンなアプローチの発展に伴い、新しい技術や可能性が拓けようとしている。ま

た、言語や推論が、認識そのものに影響を及ぼしていることも、科学的に解明さ

れ始めている。

なお、このマップでは、平面に配置するために、隣り合う領域を主たる二つに制限

した。しかし、実際は、AIフロンティアを挟んだ反対側の領域との融合も盛んであ

る。例えば、「推論・知識・言語」と「人・対話・情動」との関連は深く、「オノマト

ペ」は橋渡しに位置する研究分野である。また、深層学習の応用であるGANを用

いた画像生成は、「学習・認識・予測」と「発見・探索・創造」の融合にあたる。むし

ろ、これからの新しいAI研究は、深い隣接関係を持たない領域同士の融合に大き

な可能性があるかもしれない。

AI研究には、知能の機械的実現を目指す、多様なアプローチがある。最終目標と

しては、人間など生物の知能に匹敵する、またはそれを超える知能の実現と、社会

での共生を目指すAIフロンティアがある。その周辺には、知能の捉え方の異なる

複数の視点が、深く研究され続けており、それぞれに着実な科学・技術的進展を

遂げている。さらに、AI研究は、その周辺に多数の関連研究分野があり、それらと

の密接な連携により、時に分派し、時に融合しつつ、新たな学問の地平を切り開い

ている。

AI 基礎

AI
フロンティア

発見・探索

推論・言語学習・予測

身体・運動

対話・情動 進化・生命

AI 研究は、周辺の多数の学問領域と連携して発展している。中心に近いほど、AI 固有の、もしくは未解決・未定義の問題となる。
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推論・知識・言語
発見・探索・創造

進化・生命・成長

人・対話・情動

身体・ロボット・運動

学習・認識・予測

数学基礎論 数理論理学 意味論
形式言語理論

数理計画法

グラフ理論

ゲーム理論

ビッグデータ解析

データベース

感性

認知科学

認知神経科学

身体生理学

アフォーダンス

運動学

スポーツ脳科学

行動経済学ヒューマンインタフェース

生物学

発達科学

発達心理学

数理最適化

シミュレーション

オペレーションズリサーチ

脳科学

データサイエンス

数理統計学

ソフトウェア工学

オブジェクト指向

AIフロンティア

ヒューマンインタフェース

知識の利用と共有

ロボットと実世界

機械学習　

知識の利用と共有

エージェント

言語メディア処理

画像音声
メディア処理

Webインテリジェンス

スケジューリング

情報検索

プランニングテキストマイニング

バイオインフォマティクス

ヒューリスティクス

画層生成

制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）

音声生成
マテリアルズ・インフォマティクス

人工生命

情報推薦

行動変容

分散協調

群知能

集合知

ゲームAI

仕掛学

情報可視化

知識獲得・発見

対話処理・対話システム 知識共有・管理

行動推定

機械翻訳

VR

自動運転

身体性 知能ロボティクス

認知ロボティクス

記号創発ロボティクス

知能ロボット

ジェスチャー認識
スキルサイエンス

ヒューマンロボット
インタラクション

オークション

知的ユーザインターフェース

WEBインタラクション

ヒューマンコンピュータインタラクション

マルチモーダルインタラクション

ヒューマンエージェント
インタラクション

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション

進化計算

遺伝的アルゴリズム

包摂アーキテクチャ

マルチエージェント

ソーシャルメディア

マーケットデザイン

認知アーキテクチャ

非タスク指向対話 知的教育システム（ITS）

会話・談話・意図理解

敵対的生成
ネットワーク
（GAN）

データマイニング

ウェブマイニング

オノマトペ

論理プログラミング

帰納推論 演繹推論

仮説推論

法律AI意味理解

知識ベース知識グラフ知識表現

データ市場

オントロジー常識推論転移学習

情報論的学習理論

計算論的学習理論

クラスタリング

ニューラルネットワーク

異常検知

敵対的学習半教師あり学習

深層学習

表現学習（エンべディング）

予測

要約

探索

パターン認識 一般物体認識

画像認識

触覚・味覚・嗅覚認識

音声認識強化学習

コンピュータビジョン

スパースモデリング

動画像処理 マルチモーダル処理

サイバーフィジカルシステム

計算論的神経科学・脳科学

セグメンテーション統計的学習

概念学習

AI ライフサイクル

因果推論エキスパートシステム

ファジィ論理

ベイズ推定

セマンティックWeb

ルールベースシステム

プロダクションシステム

知能メカトロニクス

汎用人工知能

AI 倫理

プライバシー説明可能AI

AI 公平性

AI 信頼性

意思決定・合意形成

計算社会科学

シンボルグラウンディング

Well-being Computing
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AI研究の現在

本マップEは、人工知能学会論文誌編集委員会が作成した。まず、委員会では、AIマップタ

スクフォースで選定したキーワード群をもとに、人工知能学会の学術論文に付与すべきキー

ワードを追加・修正し、論文用のキーワードとして策定した。策定したキーワード群は、学

会HPの投稿案内（以下のURL）の「原稿執筆案内」としてダウンロード可能である。

https://www.ai-gakkai.or.jp/published_books/transactions_of_ jsai/toukou/

さらに、それらキーワード群をグループ分けし、それぞれのグループに大分類名を付け

た。右図に示す「基礎・理論」や「画像音声メディア処理」などが大分類名である。学術

論文は、現在のAI研究のエッジにあたるため、＋－5年程度の期間で、論文に良く使われ

るキーワードを選定しており、大分類も、いま盛んに研究がなされている分野が大きく扱

われる結果となった。

次に、キーワードを2次元に配置するにあたって、2つの軸を設定した。横軸は左から右

へ向かって、基礎から応用を表す。一方、縦軸は、上が実世界を扱う研究、下がサイバー

空間を扱う研究、といった配置を試みた。なお、研究分野は、研究対象を必ずしも狭く

規定しないため、配置は意図通りでない部分もある。

以上の結果、本マップは、AI研究の現在を過不足なく表現する見通しの良い図となった。

特に、左から3つ目の円内にある「機械学習」を中心にすえた上下5つの研究分野は、精

力的に研究が取り組まれており、大量の論文が生み出されている。そして、それらの研究

が、社会にもたらす影響に関する研究が右側に、下支えする研究分野が左側に配置され

ている。「AI研究の現在」を端的に俯瞰する視点として有用と考える。

E
AI と社会

AI 応用

Webインテリジェンス

エージェント

機械学習

ヒューマンインタフェース

ロボットと実世界

画像音声メディア処理

知識の利用と共有

言語メディア処理

基礎・理論

基礎 応用

実世界

サイバー
空間
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AI と社会

AI 応用

Webインテリジェンス

エージェント

制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）

ヒューマンコンピュータインタラクション

クラウドソーシング・ヒューマンコンピュテーション

認知科学

計算論理的神経科学・脳科学

ファジィ論理

認知アーキテクチャ ヒューリスティクス

エキスパートシステム

スケジューリング

グラフ理論

汎用人工知能

包摂アーキテクチャ プランニング

探索・論理・推論アルゴリズム

ベイズ推定 言語と視覚

知識共有・管理

知識表現

知識グラフ

機械翻訳

要約

オノマトペ

会話・談話・意図理解

形態素解析

構文解析

意味理解（語義曖昧性・照応など）

対話処理・対話システム

非タスク指向対話

テキストマイニング

オントロジー

知識ベース データマイニング

知識獲得・発見

生成モデル

マルチモーダル処理動画像処理

コンピュータビジョン 音響信号処理

画像生成

画像認識

音声合成

知能メカトロニクス

知能ロボット

身体性

記号創発ロボティクス

アフォーダンス

感性

敵対的学習

パターン認識

深層学習 ニューラルネットワーク

スパースモデリング

転移学習

群知能

集合知

セマンティックWeb

Webマイニング ソーシャルメディア

情報検索 情報推薦 Webインタラクション

分散協調 マルチエージェントシステム

シミュレーションゲーム理論

意思決定・合意形成 マーケットデザイン オークション

概念学習

表現学習（エンべディング）

クラスタリング

半教師あり学習 AI ライフスタイル

行動経済学

データサイエンス

社会課題応用

計算社会科学

社会インフラ応用

バイオインフォマティクス

医療・ケア応用

マテリアルズ・インフォマティクス

学術応用 教育応用

マネジメント応用

芸術・エンタテインメント応用

産業応用

情報論的学習理論 異常検知

進化計算統計的学習

強化学習 遺伝的アルゴリズム

計算論的学習理論

スキルサイエンス 行動推定 行動変容 情報可視化

知的ユーザインタフェース

VR

ヒューマンエージェントインタラクション

マルチモーダルインタラクション 仕掛学

認知ロボティクス

サイバーフィジカルシステム
知能ロボティクス

ヒューマンロボットインタラクション

音声認識

オペレーションズ・リサーチ

ルールベースシステム

プロダクションシステム

シンボルグラウンディング

AI 倫理

AI 公平性

プライバシー

AI 説明可能性

Well-being Computing

AI 信頼性

機械学習

ヒューマンインタフェース

ロボットと実世界

画像音声メディア処理

知識の利用と共有

言語メディア処理

基礎・理論
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人工知能学会には23の研究会がある。

研究会の情報は、以下の人工知能学会ホーム

ページから得ることができる。

https://www.ai -gakkai .or.jp/sig/sig- l ist/

AI研究に関心のある初学者や異分野研究者に

 とって、研究会は最新の研究情報を得て、

 第一線の研究者と接触できる貴重な機会で

 あるため、積極的な参加が望まれる。

 一方で、研究会の名称や、発表される論文の

 タイトルと、自分の関心とを結びつけるのは、

 特に初学者・異分野研究者にとって困難で

ある。そこで、各研究会をAIマップβ上に配置

し、 研究会参加の助けとすることとした。

研究会マップ

内部環境

外部環境

目標

評価

解釈

知覚

意図形成

操作選択

　ロボット・
　エージェント

ヒト・対話・情報

AI と人の関わり

AI 要素技術

脳科学

認知科学

AI倫理

信頼性

評価検証

メディア

AI 統合

AI の社会への応用

AI の影響

発見・探索

予測

創造

知識・言語

身体・運動

学習

認識

汎用AI

推論

進化・成長

計測インフォマティクス
金融情報学

知識・技術・技能
の伝承支援

セマンティックウェブ
とオントロジー

知識ベースシステム

人工知能基本問題

知識流通ネットワーク

ウェブサイエンス

ウェブサイエンス

ナチュラルコンピューティング

ことば工学

言語・音声理解と
対話処理

汎用人工知能

医用人工知能知識流通ネットワーク

先進的学習科学と工学

市民共創知

市民共創知

仕掛学

身体知

身体知

データ指向構成マイニングと
シミュレーション

経営課題にAI を！
ビジネス・インフォマティクス

社会におけるAI

インタラクティブ情報
アクセスと可視化マイニング

コモンセンスと感情 AI チャレンジ

AI チャレンジ

配置困難

身体知
実行

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情
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研究会マップからは、研究会が集中している

領域があることや、名称からは推測の難しい

研究会間の類縁性がわかる。

人工知能学会では年1回、合同研究会を開催

 している。マップ上で近隣の研究会をはしご

 すれば、関連領域の最新研究動向を短時間に

把握できるだろう。

 またマップ上で研究会が集中している領域は、

AI研究のホットトピックスである可能性が高い。

AI研究の動向を知るのに役立つだろう。

技術

応用
人

認知科学 学習問題解決 知識・推論

社会とAI

Web

自然言語

画像

音声

エージェント

サイバー
フィジカル

システム

マルチメディア

モノメディア

仕掛学

汎用人工知能

金融情報学

計測インフォマティクス

計測インフォマティクス

言語・音声理解と対話処理

先進的学習科学と工学

セマンティックウェブと
オントロジー

人工知能基本問題

ナチュラル
コンピューティング

知識流通ネットワーク

知識ベースシステム

データ指向構成マイニングと
シミュレーション

知識・技術・技能の
伝承支援

経営課題にAI を！
ビジネス・インフォマティクス

市
民
共
創
知

医用人工知能 社会におけるAI

ことば工学

身体知

ウェブサイエンス

インタラクティブ情報
アクセスと可視化マイニング

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

AI チャレンジ

AI チャレンジ

配置困難
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基礎学術

政策
経済

文化
生活

産業基盤社会基盤

産業応用

第3層

交通・物流
知識管理・継承

ロボティクス

機械学習 /データマイニング
/テキストマイニング

ユーザインタフェース

産業・インフラ

医療・
バイオロジー

社会
経営

環境

教育

娯楽・芸術

自然言語処理
マルチメディア

エージェント

ソーシャルコンピューティング

深層学習メタヒューリスティクス

人工知能基礎・理論

セマンティックテクノロジー
知識工学

知識表現　論理・推論

創造活動

生活支援
応用

手法

基盤

第 2層

第 1層

確率・統計哲学 数理科学 データサイエンス 計算機科学 心理学 生物学

周
辺
関
連
領
域

計測インフォマティクス

言語・音声理解と対話処理

セマンティックウェブと
オントロジー

人工知能基本問題
汎用人工知能

ナチュラル
コンピューティング

知識流通ネットワーク

知識流通ネットワーク

知識ベースシステム

データ指向構成マイニングと
シミュレーション

知識・技術・技能の
伝承支援

経営課題にAI を！
ビジネス・インフォマティクス

インタラクティブ情報
アクセスと可視化マイニング

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

AI チャレンジ

AI チャレンジ

市民共創知
社会におけるAI

医用人工知能

仕掛学

ことば工学

身体知

金融情報学

先
進
的
学
習
科
学
と
工
学

ウェブサイエンス

配置困難

応
用
学
術

コモンセンスと感情

ここに示す4枚の研究会マップは、各研究会

 関係者へのアンケート結果をもとに、研究会の

 意向をなるべく反映し、かつ視認性を確保

 するように作成した。

研究会のカバーする範囲は、多岐に渡るため、

特定のマップの観点からは配置困難となる

研究会がある。それらは欄外に示した。

 また、研究会によっては、マップ上の離れた

領域の融合、または同時に扱うことを目的

 としている。その場合は線でつないだり、

縦や横に細長く示すことで、対象領域の

広がりを示した。
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人工知能基本問題研究会

知識ベースシステム研究会

言語・音声理解と対話処理研究会

先進的学習科学と工学研究会

AIチャレンジ研究会

ことば工学研究会

コモンセンスと感情研究会

身体知研究会

ナチュラルコンピューティング研究会

社会におけるAI研究会

金融情報学研究会

知識・技術・技能の伝承支援研究会

知識流通ネットワーク研究会

セマンティックウェブとオントロジー研究会

データ指向構成マイニングと
シミュレーション研究会

ビジネス・インフォマテックス研究会

ウェブサイエンス研究会 

医用人工知能研究会

インタラクティブ情報アクセスと
可視化マイニング研究会

市民共創知研究会

汎用人工知能研究会

計測インフォマティクス研究会

仕掛学研究会

研究会リスト

推論・知識・言語

発見・探索・創造

進化・生命・成長

人・対話・情動

AI フロンティア

身体・ロボット・運動

学習・認識・予測

計測インフォマティクス

金融情報学

知識流通ネットワーク

知識・技術・技能
の伝承支援

セマンティックウェブ
とオントロジー

知識ベースシステム

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

コモンセンスと感情

人工知能基本問題

知識流通ネットワーク

インタラクティブ情報アクセス
と可視化マイニング

データ指向構成マイニング
とシミュレーション

経営課題にAI を！
ビジネス・インフォマティクス

ウェブサイエンス

ナチュラルコンピューティング

社会におけるAI

ことば工学

ことば工学

ことば工学

ことば工学

言語・音声理解と対話処理

言語・音声理解と対話処理

言語・音声理解と対話処理

汎用人工知能

医用人工知能

知識流通ネットワーク

先進的学習科学と工学

市民共創知

インタラクティブ情報アクセス
と可視化マイニング

仕掛学

身体知

身体知

身体知

AI チャレンジ

配置困難
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「みんなでつくるAIマップ」

日本科学未来館

AI技術が本格的に社会に浸透すれば、人々が日常的にAI技術と接

する機会も多くなる。AI開発は今後、ユーザーの意識や本音を汲み

とりながら進める必要性がさらに高まっていくだろう。そこで日本科

学未来館は、AIに対する社会の意識を可視化することを目的とし

て、約900名へのアンケートに基づき『みんなでつくるAIマップ』を

制作した。その過程で、AIに対する意識は4種類の感情として捉え

ることができ、さらにAIに抱く多様で複雑な意見が表出するなど、

興味深い結果を得た。

制作にあたり、市民に身近な生活シーンを想定し、そこにAIが既に

あるというシチュエーションを与えて、AI技術を使う意思とその理

由を尋ねるアンケートを行った。アンケート結果をメンバーで図の

形に整理したものが次ページに示すマップである。マップ左側に直

近の社会課題解決への【信頼】と【拒絶】、右側にAIが身近になっ

た未来社会への【期待】と【不安】の計4種の感情を配置し、得られ

た意見の関係性を図示した。生活シーンとしては、賛成意見が多

かった「医療」「防災」と賛否が拮抗した「恋愛」「死後」を例に挙

げた。

全体の傾向としては、社会課題解決に寄与するAIは関心も賛同も多

く、個人の嗜好や価値観の違いに深く関係するAIは賛否が分かれ

た。特に、破線で示した意見の対立関係に注目してほしい。市民は

人間の能力や抱える課題との比較に基づいて、AIの受容性を捉えて

おり、人間についての認識の差異が意見対立に結びついている。AI

技術の社会実装促進には、技術理解の啓発に加え、市民のホンネ

に寄り添ったコミュニケーションが今後より求められるだろう。

※次ページは本マップの縮小版です。実物はB4サイズであり、本パンフレットの最終ページに掲載しています。

AIに抱く市民のホンネ

https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/focus/aimap.html

直
感

客
観

ポジティブ

ネガティブ

[信頼ゾーン] [期待ゾーン]

[拒絶ゾーン] [不安ゾーン]

AIは課題解決
をしてくれる

AIで社会が
良い方向に進む

AIは人間の
替わりにはならない

AIは社会に影を
落とす存在になる
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告白が成功しそうかどうか
教えてくれる「恋愛相談AI」
あなたは使いたいですか？

恋愛
医者の代わりに簡単な
問診を行ってくれる「AIドクター」
あなたは使いたいですか？

医療
最適で安全な避難方法を
予測し提案してくれる「防災AI」
あなたは使いたいですか？

防災
亡くなった方の言動を
忠実に再現する「AI 故人」
あなたは使いたいですか？

死後

使いたい
60%

使いたい
91%

使いたい
89%

8%

使いたくない

9%

使いたくない

使いたい

51%

使いたく
ない

39%

使いたく
ない

47%

恋愛相談
AI

AI
ドクター

防災
AI

故人
AI

n=131

n=677

n=500

n=168

生存率
向上

手軽に
専門的な見解
が得られる

医療機関
に行かなく
て済む

予測精度が
向上する

個人情報
漏洩

冷静な
判断

安心感が
高まる

情報量
増加へ
の期待

予防医療
への期待

政治的
に悪用
される

データを
提供し社会に
貢献できる

本人の替えは
きかない

死を克服
できなく
なる

AIに気持ち
を操作されて
いるようだ

感情をデータ
で測れるとは
思わない

恋愛に
関して人間は
客観的な判断が
できない

思い出を
汚される

触診の
必要性

故人とは
心の中で対話
するもの

大昔の
故人とも
対話できる

人間の
医師の方が
安心

責任
転嫁

防災意識
の低下

生身の
関係への
希求

相談できる
人がいない

AI の診断は
完璧ではない

医師不足
の解消

死を受け
入れることが
できる

参考意見
として有用だ

人間の能力
を補填する
ための期待

人間の
判断力には
限界がある

話し相手
になって
くれる

精神的
に支えて
くれる

人間より
診断の精度が
優れている

故人を
思い出
したい

医師に相談
しづらい場合
がある

いい結果
なら勇気
をくれる

結局
参考程度
にしか
ならない

他者の
アドバイス
は必要ない

恋愛の経
験が少な
いので

個人の幸せの追求

個人と社会の調整

社会システムの変化

凡例

近接関係

ネガティブ ポジティブ

対立関係

「恋愛」「医療」「防災」「死後」から気になるカテゴリーを 1つ選びましょう。1

カテゴリーの色を手がかりに、一番気になる言葉が書かれたマスを見つけましょう。2

そのマスから線をたどって、自分に近い意見、違う意見を眺めてみましょう。3

楽
し
み
方

みんなでつくる

期待ゾーン

不安ゾーン拒絶ゾーン

信頼ゾーン

「みんなでつくる AI マップ」は、日本科学未来館が 2020 年 2 月に行った WEB/ 館内
アンケート調査（有効回答数 887）から得られた意見をもとに作成しました。上の円
グラフは 4 つの生活シーンにおいて、AI を使いたいか（「どちらかといえば使いたい」
含む）、使いたくないか（「どちらかといえば使いたくない」含む）を尋ねた結果です。
左のチャートは、それらの理由を分類し、配置したものです。

「みんなでつくるAI マップ」プロジェクト
https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/focus/aimap.html

制　　作 ： 日本科学未来館／Miraikanフォーカス プロジェクトチーム
 （漆畑 文哉 , 渡邉 吉康 , 宮田 龍 , 小澤 淳 , 河野 美月）
協　　力 ： 一般社団法人　人工知能学会
デザイン ： 德間 貴志（bowlgraphics Inc.）

カミングアウト
していない同性愛者
なので、身近に
恋愛相談できる人が
ほぼいない
【30代／男性】

恋愛経験が無さすぎるので
わらにもすがる思い
【10代／女性】

恋愛では、主観によって
認知がゆがみやすいから
【30代／女性】

恋愛においては
参考になるものは
なんでも利用したい
と思うものだから
【50代／男性】

感情やその時の
状況など、すべて
をデータで測れる
とは思わないから
【20代／男性】

100%正しい予測でないなら、
告白のような正念場では予測
は必要ないと思う
【20代／女性】

私は好きなら好き、
思考がシンプルなので
他者のアドバイスを
必要としない
【30代／女性】

AI に気持ちを操作
されているようで、
あんまり嬉しくない
【30代／女性】

恋愛に関しては、生身
の人間同士の関係として
最後まで残しておきたい
【20代／女性】

（悪い結果なら）あきらめる。 
それでも伝えたいという気持ちが
あふれるような恋をしてみたい
【10代／男性】

亡くなる前に伝えられな
かったことがたくさんある
【20代／女性】

どうせ本人では
ないと分かって
いるし、故人と
は心の中で対面
したい
【50代／男性】

体感的に相づちや合いの手で、
その人らしさの欠片を思い出したい
【40代／女性】

亡くなった
おばあちゃんに、
今の自分の姿を
見てもらえれば、
これからも
頑張れる
【30代／男性】

新しい言動を
作り出すことは
死者への冒とく
だと感じる
【20代／女性】

人の死を受け
入れるには時間
がかかるから
【30代／女性】

一度AI と会話して
しまうと、きっとそれ
に依存してしまって
前に進めないと思う
【30代／女性】

亡くなった生命の替えが
ないからこそ、生が尊い
【20代／その他】

大正時代を生き、
活躍した故人と対話し、
将来社会への
アプローチのヒント
を得たい
【50代／男性】

周囲の人によって
その人の死が無い
ように振る舞うことも
可能になると、
政治的、経済的活動
に悪用される可能性
があり、社会的に
ハイリスクなことだ
【40代／女性】

防災では、人的ミスでたくさんの
人が亡くなっている。早くに予測判断して、
自分ともう一人以上の命を守りたい
【20代／女性】

人間よりも迅速に精度
の高い避難情報などを
提供してくれそう
【40代／女性】

緊急時こそ冷静
な判断ができる
システムが重要だ
【30代／女性】

速く正確な判断は震災時など特に人間には
出来ないことが多い可能性があり、そんな
時に私情に流されることなく的確な知識と
状況確認ができるAI なら任せられそう
【20代／男性】

自分の知識や情報
収集能力は不十分
【20代／女性】

AI が持つ個人情報
を悪用し、詐欺などに
利用しようとする人が
出てくる可能性がある
【20代／女性】

SNSでの情報だけでは
足りないが、テレビの情報
よりも詳しい体系的な情報が
緊急時にあると、安心感に
つながるため
【20代／女性】

予測が外れた
際の損害をAI に
責任転嫁する
【40代／女性】

自ら準備したり
することが減る
かもしれない
【50代／女性】

どうしても拭えない
不安感を知識もある生身
の人間に聞いてもらいたい
【30代／男性】

痛みを感じる症状がある時や、触診や表情など
から感覚・印象も踏まえて判断してほしい
【40代／女性】

現在は自分でネット等で検索して
情報収集している代わりにAI から
専門的な意見をもらえるのは参考になる
【50代／男性】

データを提供し、蓄積させていくことで、
自身と将来の人達に貢献できる
【50代／男性】

身体的なデータを提供しながら、予防医療
を享受できないのはもったいない
【40代／男性】

院内感染が怖いから
【40代／女性】

婦人科の相談
など少し行きづらい
医療機関にも行き
やすくなる
【20代／女性】

人間に比べて、
診断の精度が
優れていると
感じる
【20代／男性】

AI の診断が
100%でない限りは
医者の診察を受けたい
【40代／男性】

高齢社会における
圧倒的医師不足の
解決につながる
【20代／女性】
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日本科学未来館「みんなでつくるAIマップ」に関する連絡先：

日本科学未来館 広報担当
press[at]miraikan.jst.go.jp ([at]を@に変換) 

発行日：2020年6月11日

今後の発展とおねがい

本AIマップを作る過程では、時間と力量の制限から、やりたいことの

多くを諦めた。例えば英語版を作る余裕はなく、今後の宿題とした。

また全体の俯瞰を最優先としたため、研究や技術適用を進める上で

重要な、以下に示す情報については省略した。これらは全て今後の発

展を期待するものである。

　まず、AI技術の適用では、コストとベネフィットのバランスが重要で

ある。例えば、高精度な予測エンジンが作れるとしても、データ収集、

学習、保守などに、多大なコストを要するのであれば多くの応用には

使えない。もちろん技術進展によりバランスは変化しつつあるが、目安

・オーダーに相当する情報があれば極めて有用である。

　また、実際に技術適用のステップに入れば、今度は過学習、パラメ

ータチューニング、クレンジング、不安定な出力、収束性の悪さなど、

多数の技術的課題に遭遇する。これらが整理されていれば、これも有

用である。

　次に、AI課題マップ自体の完成度の不足も当然指摘されるだろう。

多数の抽象的な課題表現でくくるという取り組みは前例が少なく、課

題カードの粒度や網羅性に関して改善の余地は大きい。今後は、実際

にAI課題マップを使って、AI課題ハッカソンなどが開催され、不足や

問題が明らかになり、充実・洗練されることが期待される。

　このように、今回作成したAIマップβ2.0は、AI研究や実務適用に関

わる多数の活動の素材として有用となる可能性がある。そのためには

、パンフレットとして提供する以上に、データとして活用いただくこと

も望ましい。実は課題カードは表形式のデータとして、AI技術マップ

はCSV形式のデータとして管理しているため、整理した上で、活用い

ただけるよう公開することを計画している。

　さらに、2019年に宿題としたインタラクティブマップ（対話的にマ

ップを探索し、研究などに活用できるWebコンテンツ）に関しても、い

ずれ実現すべく、活動を継続したいと考えている。みなさんの支援を

お待ちしている。

本AIマップは、人工知能学会の活動の一環として作成した。マップに

関心をもたれた方には入会をお勧めする。会員は、最新のAI研究・応

用に関する記事が掲載された学会誌など、有益な情報にアクセスで

きる。また、全国大会、研究会、論文誌への投稿が可能となり、セミ

ナー等への参加費の割引が得られる。入会は、以下の学会ホームペ

ージ（URL)から。

https://www.ai-gakkai.or.jp/about/membership/

さらに発展したマップについて 人工知能学会への入会の勧め

マップを作りたい人募集

先に示した追加マップ案に限らず、AI研究者はそれぞれに自分の観点

に基づくマップや、自分の研究分野に関するマップが念頭にあるだろ

う。また、各研究会に対して、それぞれの分野の研究動向を示すマップ

や、研究会初心者向けのチュートリアルが作成できるかもしれない。

　人工知能学会では、そういった新たなマップを作ろうという活動

を支援する。また、次のAIマップの更新に協力してくれる研究者を

募集する。

本資料はCC-BY 4.0でライセンスされています

（ただし、p.30および付録の日本科学未来館制作マップを除く）

31



告白が成功しそうかどうか
教えてくれる「恋愛相談AI」
あなたは使いたいですか？

恋愛
医者の代わりに簡単な
問診を行ってくれる「AIドクター」
あなたは使いたいですか？

医療
最適で安全な避難方法を
予測し提案してくれる「防災AI」
あなたは使いたいですか？

防災
亡くなった方の言動を
忠実に再現する「AI 故人」
あなたは使いたいですか？

死後
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89%
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n=500

n=168
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向上
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に行かなく
て済む

予測精度が
向上する
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増加へ
の期待

予防医療
への期待

政治的
に悪用
される

データを
提供し社会に
貢献できる

本人の替えは
きかない

死を克服
できなく
なる

AIに気持ち
を操作されて
いるようだ

感情をデータ
で測れるとは
思わない

恋愛に
関して人間は
客観的な判断が
できない

思い出を
汚される

触診の
必要性

故人とは
心の中で対話
するもの

大昔の
故人とも
対話できる

人間の
医師の方が
安心

責任
転嫁

防災意識
の低下

生身の
関係への
希求

相談できる
人がいない

AI の診断は
完璧ではない

医師不足
の解消

死を受け
入れることが
できる

参考意見
として有用だ

人間の能力
を補填する
ための期待

人間の
判断力には
限界がある

話し相手
になって
くれる

精神的
に支えて
くれる

人間より
診断の精度が
優れている

故人を
思い出
したい

医師に相談
しづらい場合
がある

いい結果
なら勇気
をくれる

結局
参考程度
にしか
ならない

他者の
アドバイス
は必要ない

恋愛の経
験が少な
いので

個人の幸せの追求

個人と社会の調整

社会システムの変化

凡例

近接関係

ネガティブ ポジティブ

対立関係

「恋愛」「医療」「防災」「死後」から気になるカテゴリーを 1つ選びましょう。1

カテゴリーの色を手がかりに、一番気になる言葉が書かれたマスを見つけましょう。2

そのマスから線をたどって、自分に近い意見、違う意見を眺めてみましょう。3

楽
し
み
方

みんなでつくる

期待ゾーン

不安ゾーン拒絶ゾーン

信頼ゾーン

「みんなでつくる AI マップ」は、日本科学未来館が 2020 年 2 月に行った WEB/ 館内
アンケート調査（有効回答数 887）から得られた意見をもとに作成しました。上の円
グラフは 4 つの生活シーンにおいて、AI を使いたいか（「どちらかといえば使いたい」
含む）、使いたくないか（「どちらかといえば使いたくない」含む）を尋ねた結果です。
左のチャートは、それらの理由を分類し、配置したものです。

「みんなでつくるAI マップ」プロジェクト
https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/focus/aimap.html

制　　作 ： 日本科学未来館／Miraikanフォーカス プロジェクトチーム
 （漆畑 文哉 , 渡邉 吉康 , 宮田 龍 , 小澤 淳 , 河野 美月）
協　　力 ： 一般社団法人　人工知能学会
デザイン ： 德間 貴志（bowlgraphics Inc.）

カミングアウト
していない同性愛者
なので、身近に
恋愛相談できる人が
ほぼいない
【30代／男性】

恋愛経験が無さすぎるので
わらにもすがる思い
【10代／女性】

恋愛では、主観によって
認知がゆがみやすいから
【30代／女性】

恋愛においては
参考になるものは
なんでも利用したい
と思うものだから
【50代／男性】

感情やその時の
状況など、すべて
をデータで測れる
とは思わないから
【20代／男性】

100%正しい予測でないなら、
告白のような正念場では予測
は必要ないと思う
【20代／女性】

私は好きなら好き、
思考がシンプルなので
他者のアドバイスを
必要としない
【30代／女性】

AI に気持ちを操作
されているようで、
あんまり嬉しくない
【30代／女性】

恋愛に関しては、生身
の人間同士の関係として
最後まで残しておきたい
【20代／女性】

（悪い結果なら）あきらめる。 
それでも伝えたいという気持ちが
あふれるような恋をしてみたい
【10代／男性】

亡くなる前に伝えられな
かったことがたくさんある
【20代／女性】

どうせ本人では
ないと分かって
いるし、故人と
は心の中で対面
したい
【50代／男性】

体感的に相づちや合いの手で、
その人らしさの欠片を思い出したい
【40代／女性】

亡くなった
おばあちゃんに、
今の自分の姿を
見てもらえれば、
これからも
頑張れる
【30代／男性】

新しい言動を
作り出すことは
死者への冒とく
だと感じる
【20代／女性】

人の死を受け
入れるには時間
がかかるから
【30代／女性】

一度AI と会話して
しまうと、きっとそれ
に依存してしまって
前に進めないと思う
【30代／女性】

亡くなった生命の替えが
ないからこそ、生が尊い
【20代／その他】

大正時代を生き、
活躍した故人と対話し、
将来社会への
アプローチのヒント
を得たい
【50代／男性】

周囲の人によって
その人の死が無い
ように振る舞うことも
可能になると、
政治的、経済的活動
に悪用される可能性
があり、社会的に
ハイリスクなことだ
【40代／女性】

防災では、人的ミスでたくさんの
人が亡くなっている。早くに予測判断して、
自分ともう一人以上の命を守りたい
【20代／女性】

人間よりも迅速に精度
の高い避難情報などを
提供してくれそう
【40代／女性】

緊急時こそ冷静
な判断ができる
システムが重要だ
【30代／女性】

速く正確な判断は震災時など特に人間には
出来ないことが多い可能性があり、そんな
時に私情に流されることなく的確な知識と
状況確認ができるAI なら任せられそう
【20代／男性】

自分の知識や情報
収集能力は不十分
【20代／女性】

AI が持つ個人情報
を悪用し、詐欺などに
利用しようとする人が
出てくる可能性がある
【20代／女性】

SNSでの情報だけでは
足りないが、テレビの情報
よりも詳しい体系的な情報が
緊急時にあると、安心感に
つながるため
【20代／女性】

予測が外れた
際の損害をAI に
責任転嫁する
【40代／女性】

自ら準備したり
することが減る
かもしれない
【50代／女性】

どうしても拭えない
不安感を知識もある生身
の人間に聞いてもらいたい
【30代／男性】

痛みを感じる症状がある時や、触診や表情など
から感覚・印象も踏まえて判断してほしい
【40代／女性】

現在は自分でネット等で検索して
情報収集している代わりにAI から
専門的な意見をもらえるのは参考になる
【50代／男性】

データを提供し、蓄積させていくことで、
自身と将来の人達に貢献できる
【50代／男性】

身体的なデータを提供しながら、予防医療
を享受できないのはもったいない
【40代／男性】

院内感染が怖いから
【40代／女性】

婦人科の相談
など少し行きづらい
医療機関にも行き
やすくなる
【20代／女性】

人間に比べて、
診断の精度が
優れていると
感じる
【20代／男性】

AI の診断が
100%でない限りは
医者の診察を受けたい
【40代／男性】

高齢社会における
圧倒的医師不足の
解決につながる
【20代／女性】



[キーワード]
統計的学習
深層学習
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
知識獲得・発見
シミュレーション
マーケットデザイン
マルチエージェント
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
エネルギー消費、価格、列車の遅延、病院待ち時間、
渋滞予測、電力需要予測、気象予測

数値

テキスト
予測値

[関連手法・技術]
回帰分析、RNN、LSTM、カルマンフィルタ、
状態空間モデル、統計時系列モデル、データ同化

[キーワード]
統計的学習
状態空間モデル
グラフィカルモデル
深層学習
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
知識獲得・発見
シミュレーション
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
市場規模、配達可能確率、混雑率、天候、
行動モデル、気象予測

数値

テキスト
確率

[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
ニューラルネットワーク
知識獲得・発見
オークション
マーケットデザイン
Webインテリジェンス
行動推定
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
台風発生場所、新サービス・市場、地域経済、
故障箇所

数値

テキスト

候補

シナリオ

[キーワード]
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
深層学習
半教師あり学習
ニューラルネットワーク
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
自動車、重機、飛行機、工作機械、農機、船、信号機、
プラント、フォークリフト

画像

センサ

人手入力

制御値

[関連手法・技術]
ベイジアンネットワーク、データ同化

[関連手法・技術]
シミュレーション、シナリオ・プランニング

[関連手法・技術]
クラウド・ロボティクス、確率ロボティクス

[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率
[キーワード]
ベイズ推定
パターン認識
深層学習
転移学習
半教師あり学習
敵対的学習
ニューラルネットワーク
データマイニング
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、患者、食品・農作物、運転モード、品質、混雑、
インフラ設備監視

センサデータ

画像

数値

テキスト

時刻

箇所

原因

[キーワード]
異常検知
データマイニング
深層学習
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、製造現場、履歴データ、自然現象、人体、
集団行動、取引データ、不良品、インシデント検知、
人工衛星、発電機振動、鉄道車両振動、転倒、急病

センサ

画像

テキスト

[キーワード]
パターン認識
深層学習
ベイズ推定
表現学習（エンベディング）
転移学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
超音波センサ、温度センサ、振動センサ、ラインセンサ、
距離センサ、LIDAR、ガスセンサ、電磁波レーダー、
生体センサー、行動履歴

種類

個体識別

数

履歴

センサ

時系列

[関連手法・技術]
数理計画法、メタヒューリスティクス、探索

[関連手法・技術]
フィルタバンク、ブラインド信号源分離、状態空間モデル
カルマンフィルタ、ハイパースペクトル分析

[関連手法・技術]
例外検出、Anomaly Detect ion、OneClass SVM、
《裏面に続く》

[関連手法・技術]
SHOT特徴量、PPF特徴量、3D-DNN、Point Net、
デッドレコニング、DPマッチング

[応用事例キーワード]
指紋認証、顔認証、声帯認証、歩容認証、履歴認証

履歴

画像

音声

認証結果

[応用事例キーワード]
音、画像、プラント、摩耗、切削機械、バルブ、
モーター、ギア、ローラー、フィルタ

センサ

画像

損傷量

箇所

分布

[キーワード]
パターン認識
画像認識
音声認識
統計的学習
ベイズ推定

[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
表現学習（エンベディング）
転移学習
敵対的学習
深層学習
《裏面に続く》

[キーワード]
データマイニング
データサイエンス
クラスタリング
半教師あり学習
情報可視化
表現学習（エンべディング）
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
統計データ、運転データ、経営データ、株、収支報告、
売上、出荷記録、出力、発電量、検査数値記録、利用者数

数値

属性

傾向

グループ

関連性

トピックス

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算、
ベイジアンネットワーク

[キーワード]
テキストマイニング
Webマイニング
データマイニング
Webインテリジェンス
計算社会科学
知識グラフ
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
Webデータ、SNS、メール、アンケート、ニュース記事、
音声書き起こしデータ、コールセンター、辞書、人気ワード

テキスト

Web

知識グラフ

トピックス

関連性

トレンド

[関連手法・技術]
ライフサイエンス、顔認証、DNA認証 [関連手法・技術]

隠れマルコフモデル、状態空間モデル、密度比推定

[関連手法・技術]
事前学習、計量テキスト分析、コーパス、word2Vec
プライバシー保護データマイニング、秘密計算

[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率
[キーワード]
ベイズ推定
パターン認識
深層学習
転移学習
半教師あり学習
敵対的学習
ニューラルネットワーク
データマイニング
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、患者、食品・農作物、運転モード、品質、混雑、
インフラ設備監視

センサデータ

画像

数値

テキスト

時刻

箇所

原因

[キーワード]
異常検知
データマイニング
深層学習
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、製造現場、履歴データ、自然現象、人体、
集団行動、取引データ、不良品、インシデント検知、
人工衛星、発電機振動、鉄道車両振動、転倒、急病

センサ

画像

テキスト

[キーワード]
パターン認識
深層学習
ベイズ推定
表現学習（エンベディング）
転移学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
超音波センサ、温度センサ、振動センサ、ラインセンサ、
距離センサ、LIDAR、ガスセンサ、電磁波レーダー、
生体センサー、行動履歴

種類

個体識別

数

履歴

センサ

時系列

[関連手法・技術]
数理計画法、メタヒューリスティクス、探索

[関連手法・技術]
フィルタバンク、ブラインド信号源分離、状態空間モデル
カルマンフィルタ、ハイパースペクトル分析

[関連手法・技術]
例外検出、Anomaly Detect ion、OneClass SVM、
《裏面に続く》

[関連手法・技術]
SHOT特徴量、PPF特徴量、3D-DNN、Point Net、
デッドレコニング、DPマッチング

[応用事例キーワード]
指紋認証、顔認証、声帯認証、歩容認証、履歴認証

履歴

画像

音声

認証結果

[応用事例キーワード]
音、画像、プラント、摩耗、切削機械、バルブ、
モーター、ギア、ローラー、フィルタ

センサ

画像

損傷量

箇所

分布

[キーワード]
パターン認識
画像認識
音声認識
統計的学習
ベイズ推定

[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
表現学習（エンベディング）
転移学習
敵対的学習
深層学習
《裏面に続く》

[キーワード]
データマイニング
データサイエンス
クラスタリング
半教師あり学習
情報可視化
表現学習（エンべディング）
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
統計データ、運転データ、経営データ、株、収支報告、
売上、出荷記録、出力、発電量、検査数値記録、利用者数

数値

属性

傾向

グループ

関連性

トピックス

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算、
ベイジアンネットワーク

[キーワード]
テキストマイニング
Webマイニング
データマイニング
Webインテリジェンス
計算社会科学
知識グラフ
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
Webデータ、SNS、メール、アンケート、ニュース記事、
音声書き起こしデータ、コールセンター、辞書、人気ワード

テキスト

Web

知識グラフ

トピックス

関連性

トレンド

[関連手法・技術]
ライフサイエンス、顔認証、DNA認証 [関連手法・技術]

隠れマルコフモデル、状態空間モデル、密度比推定

[関連手法・技術]
事前学習、計量テキスト分析、コーパス、word2Vec
プライバシー保護データマイニング、秘密計算

[キーワード]（表面のつづき）
クラスタリング
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
データマイニング
知識獲得・発見
シミュレーション

[関連分野]
メカトロニクス

[キーワード]（表面のつづき）
ヒューリスティクス
知識ベース
行動推定
分散協調
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
グラフ理論

[関連分野]
数理計画法

[キーワード]（表面のつづき）
敵対的学習
ニューラルネットワーク
クラスタリング
スパースモデリング
統計的学習
計算論的学習理論

[関連分野]
センサフュージョン、ライフサイエンス、
時系列信号処理、ユビキタスコンピューティング

データマイニング
知識ベース
知識獲得・発見
行動推定
データサイエンス

[キーワード]（表面のつづき）
コンピュータビジョン
クラスタリング
スパースモデリング
ニューラルネットワーク
知識共有・管理

[関連手法・技術]
MT法、カーネル密度推定、部分空間法、
インバリアント法、Auto Encoder

[関連分野]
メカトロニクス、サイバーセキュリティ

知識獲得・発見
シミュレーション
行動推定
スキルサイエンス

[キーワード]（表面のつづき）
知識獲得・発見
知識ベース
医療・ケア応用

[関連分野]
信号処理、統計力学、地球科学、気象学

[キーワード]（表面のつづき）
スパースモデリング
グラフィカルモデル
パターン認識
知識ベース
シミュレーション
ベイズ推定

[関連分野]
数理統計学、データベース、前処理、

クレンジング、ノイズ除去

[キーワード]（表面のつづき）
ソーシャルメディア
情報可視化
感性
オノマトペ
オントロジー
情報検索
会話理解・
談話理解・
意図理解
データサイエンス

[関連分野]
データベース、自然言語処理

知識ベース
半教師あり学習
クラスタリング
対話処理・
対話システム
データサイエンス
オークション
マーケットデザイン
マルチモーダル処理

[関連分野]
サイバーセキュリティ、暗号理論

A4用紙に両面印刷（短辺とじ）で印刷します
\STEP1/

点線に沿ってカードを切り離します
\STEP2/

\Finish/

[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率

[関連手法・技術]

[応用事例キーワード]
交渉力、デザイン、健康、開発力、運動能力、履歴書、
経済指標、スポーツ

テキスト

WEB

画像

指標値

[キーワード]
深層学習
表現学習（エンベディング）
クラスタリング
知識ベース
知識獲得・発見
知識共有・管理
《裏面に続く》

[関連手法・技術]

テキスト

メディア

数値

要約文

マップ・図

アルバム

[キーワード]
要約
テキストマイニング
強化学習
Webインテリジェンス
セグメンテーション
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
テキスト、数値データ、映像、Webデータ、レポート、
学術資料、SNS、ニュース記事・映像、Q&A、
アンケート、資料集、論文

[関連手法・技術]

[キーワード]

[応用事例キーワード]
投票、合意形成、コンプライアンス順守

テキスト

Web

数値

テキスト

[キーワード]

[応用事例キーワード]
広告、審議、配達、人員計画

条件

数値

目的指標

カテゴリ

スケジュール

[関連手法・技術]

[キーワード]
音声生成
画像生成
動画像処理
会話理解・談話理解・意図理解
要約
知識共有・管理
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ニュース原稿、手話CG、小説、音楽

テキスト

CG

テキスト

画像・音

CG[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率

[関連手法・技術]
数理計画法、メタヒューリスティクス、探索

[応用事例キーワード]
交渉力、デザイン、健康、開発力、運動能力、履歴書、
経済指標、スポーツ

テキスト

WEB

画像

指標値

[キーワード]
深層学習
表現学習（エンベディング）
クラスタリング
知識ベース
知識獲得・発見
知識共有・管理
《裏面に続く》

[関連手法・技術]
回帰分析、PCA（主成分分析）、A/Bテスト、
階層型クラスタリング

テキスト

メディア

数値

要約文

マップ・図

アルバム

[キーワード]
要約
テキストマイニング
強化学習
Webインテリジェンス
セグメンテーション
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
テキスト、数値データ、映像、Webデータ、レポート、
学術資料、SNS、ニュース記事・映像、Q&A、
アンケート、資料集、論文

[関連手法・技術]
抽出型要約、抽象型要約、Lead法、GAN、
Pointer Networks、事前学習、LexRank

[キーワード]
マルチエージェント
情報推薦
ソーシャルメディア
集合知
知識共有・管理
Webインテリジェンス
マネジメント応用
知的UI
テキストマイニング
要約
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
投票、合意形成、コンプライアンス順守

テキスト

Web

数値

テキスト

[キーワード]
スケジューリング
プランニング
遺伝的アルゴリズム
マルチエージェント
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
強化学習
ヒューリスティクス
シミュレーション
分散協調
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
広告、審議、配達、人員計画

条件

数値

目的指標

カテゴリ

スケジュール

[関連手法・技術]
GAN、DeepFake、sty le GAN、音声合成、
Text to Speech (TTS）

[キーワード]
音声生成
画像生成
動画像処理
会話理解・談話理解・意図理解
要約
知識共有・管理
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ニュース原稿、手話CG、小説、音楽

テキスト

CG

テキスト

画像・音

CG

おもて うら

課題カードの作り方



[キーワード]（表面のつづき）
ベイズ推定
意思決定・合意形成
ファジィ論理

[関連分野]
地球科学、気象学、制御工学

[キーワード]（表面のつづき）
身体性
包摂アーキテクチャ
制約充足問題・
充足可能性問題
（CSP/SAT）
プランニング
ファジィ論理
オントロジー

[キーワード]（表面のつづき）
マルチエージェント
意思決定・合意形成
グラフィカルモデル

[関連分野]
地球科学、気象学

HRI
行動推定
群知能
分散協調
記号創発ロボティクス
知能メカトロニクス
知能ロボット
知能ロボティクス
認知ロボティクス

[関連分野]
制御工学

[キーワード]（表面のつづき）
マーケットデザイン
マルチエージェント
ベイズ推定
意思決定・合意形成
ファジィ論理

[関連分野]
地球科学、気象学、制御工学



[キーワード]
プランニング
遺伝的アルゴリズム
進化計算
シミュレーション
マルチエージェント
強化学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機器運転計画、人員計画、材料利用計画、
ビール工場、人員シフト、配送計画

過去の計画

数値

連関表

計画表

効率
[キーワード]
ベイズ推定
パターン認識
深層学習
転移学習
半教師あり学習
敵対的学習
ニューラルネットワーク
データマイニング
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、患者、食品・農作物、運転モード、品質、混雑、
インフラ設備監視

センサデータ

画像

数値

テキスト

時刻

箇所

原因

[キーワード]
異常検知
データマイニング
深層学習
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
機械、製造現場、履歴データ、自然現象、人体、
集団行動、取引データ、不良品、インシデント検知、
人工衛星、発電機振動、鉄道車両振動、転倒、急病

センサ

画像

テキスト

[キーワード]
パターン認識
深層学習
ベイズ推定
表現学習（エンベディング）
転移学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
超音波センサ、温度センサ、振動センサ、ラインセンサ、
距離センサ、LIDAR、ガスセンサ、電磁波レーダー、
生体センサー、行動履歴

種類

個体識別

数

履歴

センサ

時系列

[関連手法・技術]
メタヒューリスティクス、探索

[関連手法・技術]
フィルタバンク、ブラインド信号源分離、状態空間モデル
カルマンフィルタ、ハイパースペクトル分析

[関連手法・技術]
例外検出、Anomaly Detect ion、OneClass SVM、
《裏面に続く》

[関連手法・技術]
SHOT特徴量、PPF特徴量、3D-DNN、Point Net、
デッドレコニング、DPマッチング

[応用事例キーワード]
指紋認証、顔認証、声帯認証、歩容認証、履歴認証

履歴

画像

音声

認証結果

[応用事例キーワード]
音、画像、プラント、摩耗、切削機械、バルブ、
モーター、ギア、ローラー、フィルタ

センサ

画像

損傷量

箇所

分布

[キーワード]
パターン認識
画像認識
音声認識
統計的学習
ベイズ推定

[キーワード]
ベイズ推定
半教師あり学習
表現学習（エンベディング）
転移学習
敵対的学習
深層学習
《裏面に続く》

[キーワード]
データマイニング
データサイエンス
クラスタリング
半教師あり学習
情報可視化
表現学習（エンべディング）
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
統計データ、運転データ、経営データ、株、収支報告、
売上、出荷記録、出力、発電量、検査数値記録、利用者数

数値

属性

傾向

グループ

関連性

トピックス

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算、
ベイジアンネットワーク

[キーワード]
テキストマイニング
Webマイニング
データマイニング
Webインテリジェンス
計算社会科学
知識グラフ
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
Webデータ、SNS、メール、アンケート、ニュース記事、
音声書き起こしデータ、コールセンター、辞書、人気ワード

テキスト

Web

知識グラフ

トピックス

関連性

トレンド

[関連手法・技術]
ライフサイエンス、顔認証、DNA認証 [関連手法・技術]

隠れマルコフモデル、状態空間モデル、密度比推定

[関連手法・技術]
事前学習、計量テキスト分析、コーパス、word2Vec
プライバシー保護データマイニング、秘密計算



[キーワード]（表面のつづき）
クラスタリング
ニューラルネットワーク
スパースモデリング
データマイニング
知識獲得・発見
シミュレーション

[関連分野]
メカトロニクス

[キーワード]（表面のつづき）
ヒューリスティクス
知識ベース
行動推定
分散協調
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
グラフ理論

[関連分野]
数理計画法

[キーワード]（表面のつづき）
敵対的学習
ニューラルネットワーク
クラスタリング
スパースモデリング
統計的学習
計算論的学習理論

[関連分野]
センサフュージョン、ライフサイエンス、
時系列信号処理、ユビキタスコンピューティング

データマイニング
知識ベース
知識獲得・発見
行動推定
データサイエンス

[キーワード]（表面のつづき）
コンピュータビジョン
クラスタリング
スパースモデリング
ニューラルネットワーク
知識共有・管理

[関連手法・技術]
MT法、カーネル密度推定、部分空間法、
インバリアント法、Auto Encoder

[関連分野]
メカトロニクス、サイバーセキュリティ

知識獲得・発見
シミュレーション
行動推定
スキルサイエンス

[キーワード]（表面のつづき）
知識獲得・発見
知識ベース
医療・ケア応用

[関連分野]
信号処理、統計力学、地球科学、気象学

[キーワード]（表面のつづき）
スパースモデリング
グラフィカルモデル
パターン認識
知識ベース
シミュレーション
ベイズ推定

[関連分野]
数理統計学、データベース、前処理、

クレンジング、ノイズ除去

[キーワード]（表面のつづき）
ソーシャルメディア
情報可視化
感性
オノマトペ
オントロジー
情報検索
会話理解・
談話理解・
意図理解
データサイエンス

[関連分野]
データベース、自然言語処理

知識ベース
半教師あり学習
クラスタリング
対話処理・
対話システム
データサイエンス
オークション
マーケットデザイン
マルチモーダル処理

[関連分野]
サイバーセキュリティ、暗号理論



[応用事例キーワード]
交渉力、デザイン、健康、開発力、運動能力、履歴書、
経済指標、スポーツ

テキスト

WEB

画像

評価結果

[キーワード]
深層学習
表現学習（エンベディング）
クラスタリング
知識ベース
知識獲得・発見
知識共有・管理
《裏面に続く》

[キーワード]
コンピュータビジョン
画像認識
音声認識
一般物体認識
パターン認識
表現学習（エンベディング）
半教師あり学習
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
音声認識、画像認識、外観検査、廃棄物、商品、
人物、樹木、自動車、動物、重機

画像・映像

音

2D・3D

数

種類

個体識別

テキスト

メディア

数値

要約文

マップ・図

アルバム

[関連手法・技術]
回帰分析、PCA（主成分分析）、A/Bテスト、
階層型クラスタリング

[関連手法・技術]
音声学、音響情景分析、事前学習

[キーワード]
要約
テキストマイニング
強化学習
Webインテリジェンス
セグメンテーション
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
テキスト、数値データ、映像、Webデータ、レポート、
学術資料、SNS、ニュース記事・映像、Q&A、
アンケート、資料集、論文

[関連手法・技術]
抽出型要約、抽象型要約、Lead法、GAN、
Pointer Networks、事前学習、LexRank

[キーワード]
AI説明可能性
意味理解
探索・論理・推論アルゴリズム
クラスタリング
知識グラフ

[応用事例キーワード]
疫学、経済学、化学、睡眠障害、売上変化、
故障原因推定

数値

テキスト
因果関係

[関連手法・技術]
統計的因果探索、構造方程式モデリング、
因果グラフ、独立成分分析、LiNGAMモデル

[キーワード]
コンピュータビジョン
画像認識
一般物体認識
データマイニング
データサイエンス
情報可視化
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
映像、音、振動、監視映像、定点カメラ、顕微鏡画像、
工場ライン画像、スポーツ映像

画像

映像

音

傾向

トラブル・異変

グループ

[関連手法・技術]
プライバシー保護データマイニング、秘密計算

[キーワード]
スケジューリング
プランニング
遺伝的アルゴリズム
マルチエージェント
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
強化学習
ヒューリスティクス
シミュレーション
分散協調
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
広告、審議、配達、人員計画

条件

数値

目的指標

カテゴリ

スケジュール

[キーワード]
情報推薦
対話処理・対話システム
テキストマイニング
知識獲得・発見
感性
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ニュース記事、映像配信、対話，サービス、広告配信

評価指標

テキスト

数値

カテゴリ

カスタマイズ例

[キーワード]
マルチエージェント
情報推薦
ソーシャルメディア
集合知
知識共有・管理
Webインテリジェンス
マネジメント応用
知的UI
テキストマイニング
要約
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
投票、合意形成、コンプライアンス順守

テキスト

Web

数値

テキスト

[関連手法・技術]
プライバシー保護計算
プライバシー保護データマイニング



[キーワード]（表面のつづき）
オークション
感性
オノマトペ
知識グラフ
オントロジー対話処理・対話システム
マルチエージェント
クラウドソーシング・
ヒューマンコンピュテーション

[関連分野]
マーケティング・リサーチ、経営学、
プロダクトデザイン、自然言語処理

[キーワード]（表面のつづき）
転移学習
深層学習
敵対的学習
ニューラルネットワーク
ジェスチャー認識
クラスタリング
スパースモデリング
知識ベース
知識獲得・発見

[キーワード]（表面のつづき）
情報検索
深層学習
スパースモデリング
表現学習
（エンベディング）
情報可視化
会話理解・
談話理解・
意図理解

[関連分野]
情報抽出

パターン認識
画像生成
知識共有・管理
オントロジー
知識グラフ
知識ベース

[キーワード]（表面のつづき）
表現学習
（エンベディング）
半教師あり学習
クラスタリング
スパースモデリング
マルチモーダル処理

[関連分野]
光学、音響学、機械振動学、前処理、

クレンジング、ノイズ除去

音声認識
動画像処理
芸術・
エンタテインメント応用
アフォーダンス

[キーワード]（表面のつづき）
進化計算
群知能
行動経済学
グラフ理論
知識獲得・発見

[キーワード]（表面のつづき）
オノマトペ
オントロジー
知識ベース
知識グラフ
ゲーム理論
強化学習
ソーシャルメディア
アフォーダンス
芸術・エンタテインメント応用
非タスク指向対話
情報検索
半教師あり学習

[キーワード]（表面のつづき）

医療・ケア応用
感性
行動推定
アフォーダンス
クラウドソーシング・
ヒューマンコンピュ
テーション
動画像処理

知識獲得・発見
知識グラフ
AI倫理
プライバシー
計算社会科学
行動経済学
行動変容
仕掛学
社会課題応用
オークション

ゲーム理論
感性
意思決定・合意形成
群知能
HAI
ファジィ論理
制約充足問題・
充足可能性問題
（CSP/SAT）

[関連分野]
統計的因果推論、実験計画法、ランダム化比較実験、

層別解析、計量経済学



[キーワード]
プランニング
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
遺伝的アルゴリズム
シミュレーション
進化計算
グラフ理論
マルチエージェント
ヒューリスティクス
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
生産計画、調達計画、人員計画、投資計画，
配置計画、配置最適化、棚割

条件

数値

カテゴリ

組合せ例

設計図

配置案

目的指標
[キーワード]
情報推薦
遺伝的アルゴリズム
感性
オノマトペ
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
進化計算
芸術・エンタテインメント応用
知識ベース
知識獲得・発見
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ファッション、旅行プラン、授業受講計画、
料理メニュー

ユーザ嗜好入力

候補に関する
データ

ユーザの嗜好に
合った組合せ

[キーワード]
プランニング
制約充足問題・充足可能性問題（CSP/SAT）
遺伝的アルゴリズム
知識共有・管理
知識獲得・発見
AI公平性
社会課題応用
マーケットデザイン
マルチエージェント
意思決定・合意形成
情報可視化
群知能
スパースモデリング

[応用事例キーワード]
スクリーニング、トーナメント、選定

条件

候補データ

順序

組み合わせ

[キーワード]
オントロジー
要約
知識共有・管理
クラウドソーシング
知識グラフ
テキストマイニング
Webインタラクション
エキスパートシステム
オノマトペ
知的UI
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
FAQ作成、Web検索、リスク判断、投資判断、
情報検索、データ共有、知識共有

文書 テキスト

[関連手法・技術]
データベース、ナレッジマネジメント、哲学

[キーワード]
対話処理・対話システム
音声認識
音声生成
非タスク指向対話
会話理解・談話理解・意図理解
HAI
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
窓口応対、コールセンター、Webサービス、
高齢者支援

音声

テキスト

画像

音声

テキスト

画像

テキスト

画像・音

3D

[関連手法・技術]
認知科学

[関連手法・技術]
Sty le Transfer、VGG、GAN、Cycle GAN

[キーワード]
画像生成
音声生成
敵対的学習
深層学習
パターン認識
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
写真、線画、マンガ、3D、声質、画像圧縮

テキスト

画像・音

3D

[キーワード]
情報推薦
強化学習
エキスパートシステム
知識ベース
対話処理・対話システム
知識獲得・発見
AI倫理
HAI
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ファイナンス、ヘルスケア、法律相談、フィットネス、
生活相談、省エネ、安全運転

ユーザ入力
画像

テキスト

[関連手法・技術]
A/Bテスト

[関連手法・技術]
GAN、DeepFake、sty le GAN、音声合成、
Text to Speech (TTS）

[キーワード]
音声生成
画像生成
動画像処理
会話理解・談話理解・意図理解
要約
知識共有・管理
オントロジー
《裏面に続く》

[応用事例キーワード]
ニュース原稿、手話CG、小説、音楽

テキスト

CG

テキスト

画像・音

CG



[キーワード]（表面のつづき）
ゲーム理論
分散協調

[キーワード]（表面のつづき）
マーケットデザイン
ビジネス応用
分散協調

[キーワード]（表面のつづき）
知識ベース
知識獲得・発見
意思決定・合意形成
ソーシャルメディア
情報推薦

[キーワード]（表面のつづき）
マルチモーダルインタラクション
感性
ジェスチャー認識
HRI
記号創発ロボティクス
行動推定
仕掛学
ビジネス応用
医療・ケア応用
音声生成

[キーワード]（表面のつづき）
知識グラフ
知識ベース
会話理解・談話理解・意図理解
情報可視化
芸術・エンタテインメント応用
VR

[キーワード]（表面のつづき）
[キーワード]（表面のつづき）
パターン認識
HAI
感性
知的UI
バイオインフォマティクス
マテリアルズ・インフォマティクス
芸術・エンタテインメント応用

[関連分野]
隠れマルコフモデル（HMM）
Deep Bel ief Network
スペクトル包絡

マルチモーダル
インタラクション
統計的学習
計算論的学習理論
感性
知的UI
会話理解・
談話理解・
意図理解
HRI
Webインタラクション
行動変容
オノマトペ
テキストマイニング

[関連分野]
医学、経済学、法学

オントロジー
知識グラフ
知識共有・管理
ファジィ論理
集合知
Well-being Computing
教育応用
行動経済学
情報検索
オークション
意思決定・合意形成
スキルサイエンス
身体性
音声生成


